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は じ め に

産業情報化推進 セ ンター(CII)で は、EDIに 使 用可能 で安価 な フ ァイル転

送 手順の検 討 を行 って きま したが、 全国銀行協 会連合会「(以下 、全銀 協 と略す)が

新た に リリー ス した通信 プ ロ トコル の活用 が有効 と判断 し、 コン ピュー タ ・メーカー

/ソ フ トウェア ・メー カー に対 して新 開発 の呼 びか けを行 いま した 。そ の結果 、新

しい ファイル転送 手段 をEDI用 に活用 でき るよ うにな りま した。

全銀 協にお いて 制定 された、全銀 協標準通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ック手順)は 、

金融界 のみな らず 、産 業界 にお いて もEDIの 通信 プ ロ トコル として広 く普及 して

お ります 。平成9年3月4日 に全銀協 よ り、新 しく仕様が公 開 された全銀 協標準 通

信 プ ロ トコル(TCP/IP手 順)に つ きま して は、多 くの企 業か ら、多 くの ソ フ

トウェアが 製品化 され る ことが予想 されて いま した。製品が 増え る中で異 な る製 品

同士で の接続 にお ける相互運用性 が保 たれな い と、それ を使用 す るユーザー に無駄

な労 力がか かるばか りか、EDI推 進 の妨 げ にな りま享ご

このよ うな、状況 を防 ぐた めに産 業情報化 推進 セ ンターで は、全銀 協 をは じめ、

主要 なコン ピュー タ ・メーカ等 の皆 様 にお集 ま りいただ いて 「G手 順研 究会」 を開

催 し、次 の2点 に着 目して検 討 を重 ね ま した。

・仕様書 に対 す る解釈 の違 いを防 ぐ

・拡張機能 の標 準化 を図 る

そ して 、そ の結果 を 「拡張Z手 順統 一実装ガイ ド」 として ま とめ ま した 。

また 、本来 の 目的で ある相互運 用性 につ いて検 証す るために、 「拡 張Z手 順 ・相
　 ト

互運用性確 認試験 」 を設定 し1「G手 順研 究会 」参加企業 の製 品 同士 で互 い に接続

試験 を実施 しま した。そ の結果 、試験 に参 加 した27製 品 につ いて 、想定 どお りの

結果 を得 る ことがで き、相互運用性 の確 認 をす る ことがで きま した。

本書 は、以 上の作業成果 を まとめ る とともに、拡張Z手 順 を使 用す るユーザ ー に

参 考 に して いただ くた め、 「新規 導入時 の注意 」、 「全銀手順か ら拡 張Z手 順 への

移 行 に関す る留意 点」、 「運用上 の注意」 、 「拡 張Z手 順導入例 」等 を加 えて紹 介

す る ものです 。

本書 を参考 にす る ことによ り、全銀協標 準通信 プロ トコル(TCP/IP手 順)

の相 互運用 性が高 まる こと、及 び、EDIの 普及 の手助 けになれ ば幸 いです。

最後 に、本書 を作成す るにあた り協 力 して いただいた、全銀協 、及び 、 コ ンピュー

タ ・メーカー等関係各位 に対 し深 く感謝致 します 。

財団法人 日本情報処理開発協会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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第1章 拡張Z手 順 について

1.1拡 張Z手 順

拡張Z手 順 とは・全銀協標準通信プ ロ トコル(TCPAP手 順)の 標準仕様及 び高速化 に

関す るオ プション仕様 に加えて、転送可能な最大 レコー ド長 を2kバ イ ト(全 銀協標準

通信 プロ トコル)か ら32kバ イ ト(CII実 装標準)に 拡大 した仕様 を実装 した通信 シス

テム(ま たは通信パ ッケー ジ)で ある。

なお、CIIに おける 「G手順」 とい う名称は、TCP/IPを ベースに した、EDIを 実現する

ための通信プ ロ トコル の総称であ り、拡張Z手 順のみを示す ものではな い。

1.2純 正 の全銀 協 標準 通信 プ ロ トコル(TCP/IP手 順)と 拡 張Z手 順 の違 い

製品には純正 の全銀協標準通信 プ ロ トコル(TCPAP手 川頁)か 、拡張Z手 順 かを区別す

るために、拡張Z手 順仕様 の製品には、拡張Z手 順 であることが明示 され る。

純正の全銀協標準通信 プロ トコル(TCPAP手 順)と 拡張Z手 順製品の違 いは、以下 の

2点 である。

① 拡張Z手 順製品には、全銀協の高速化 オプションが実装 されている。

(必須事項)

② 拡張Z手 順製品では、 レコー ド長が2kバ イ トを超 えるレコー ドを持 つファイ

ル を転送できる。

(取扱 い可能な レコー ド長の最大値は製品 によって異なる)

'

θ
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藤譲騨
繕 離塁撫嶽鍵 盤 鶏㌶:鷲

① 起動側(発 信側)機 能のみ

② モー ド変更な し

③ 複数 ファイル転送な し

④ 固定長 レコー ドのみ 、

想:罐 辮 欝 欝 還 曇鑑 ㌶ 二㌶ ㌶

㌶;驚 ン間通信向きにセンタ間仕様力・らサブセットを切り出したパソコン仕様力・

能㌫ ㌶ 諾 完 三 灘:‡:蕊 ㌫ 萬㌫ ㌫ 三‡;㌶

蕊 露 麗 麗 隠 ㌶ ぽ 通信}こおける端末の位置付けから・サー

種㌶:㌶:㌫ 箒㌶ ㌶ ‡㌫ 一ムからパソコンに至るまで機
なお・従来 のパ ソコン仕様 に基づ く運用 との達観 を確保す

る実装 にお いては、パ ソ

還 ㌶ 欝 欝 篠:‡ ㍗ ため・一部の機能をオプショ
具体的なオプション項 目は以下の通 りである

。

① 応答側(着 信側)機 能

② モー ド変更

③ 複数 ファイル転送

④ 可変長 レコー ド

一2一



2・1.2全 銀 協 標 準通 信 プ ロ トコル/通 信 制 御 オ プ シ ョン仕 様 を推 奨

全銀協標準通信 プロ トコル ーTCP/IP手 順 は、伝送効率の向上を目的 とし複数 の情報 メッ

セー ジを論理ACK応 答 な しに連続転送できる機能 につ いてその仕様 を定 めて いる
。本統

一実装ガイ ドでは
、この通信制御(サ ブ レイヤ)オ プションを実装することを推奨する。

2.2標 準 実 装 仕 様

2.2.11(H)'の 取 り扱 い

従 来 よ り、全 銀 協標 準 通 信 プ ロ トコル で は 、 「デ ー タ電文 形 式 」 で レコー ド長 が 可変

長 の場合 には 、`t(H)`の 記述 が あ る(通 常4バ イ ト;フ ァイ ル 上 の可変 長表 示)
.本

統 一 実装 ガ イ ドで は 、 この'(H)'は 、 以下 の通 り付 与 しな い もの と して取 り扱 う
。

① 仕様書上で記述されている形式
一

一

－

H

－

－

S

－

ー

一

「

一

一

一

－

TTC LL (H)レ コード1 LL (H)レ コードn

② 本統一実装 ガイ ドで取 り扱 う形式

iSH
L____

Trc LL レコード1 LL レコードn

2.2.2フ ァイ ル 制 御 電 文 中 の 「レ コ ー ド長 」 の扱 い

フ ァイル 制御 電 文 中の 項 目の一 つ と して 、 「レコー ド長 」 が あ る
。 この扱 い を本 統 一

実装 ガイ ドで以 下 の通 り明確 化 す る。

① 伝送するフ ァイルが固定長 の場合 は、 レコー ド長が格納 される。

② 伝送す るファイルが可変長 の場合 は、 この項 目は意味を持たない。

2.2.3デ ー タ圧 縮 ∴ .・b.

現在の全銀協標準通信 プロ トコルで使用 されて いる 「繰返 し文字圧縮法」 を、実装 し

なければな らない。なお、 「ファイル単位」で圧縮するか否か を選択可能な ように実装

する こと・ また・運用時 に圧縮 を使用す るか否かは、企業間相互 の事前取 り決めによる。

2.2.4認 証

現在の全銀協標準通信 プロ トコルで使用 されている 「パスワー ド」及び 「ファイル ア

クセスキー」によ る認証 を実装す ること。

一3一



躍① 怒 迂 葵 ス ワニ ド」及 び 「フ ァイ ル アクセ スキ ー」 は 、電 文 区 分 別 に異 な る もの

霞堤 ミ惑 を使 用 で き る もの とす る。

②1:「 パス ワー ド」及 び 「フ ァイル ア クセ スキ ー」 は 、 バ イナ リー デ ー タ の使 用

.川 ・,・を可 能 とす る。

な お 、 運用 時 の 「パ ス ワー ド」 及 び 「ファイル ア クセス キ ー」 の 具体 的な 内容 に

つ い て は、企 業 間相 互 の事 前 取 り決 め によ る
。

2.3標 準 実装 仕 様(機 種 別 例外 有 り)

従来・全鋤 パソコン手順 のみをサポー トして いた システム等 は
、例外的 に以下 の処

置 を行 うことができる・ただ し・ この例外処置の実装 はできるだけ噂 する ことを‡佳奨

する・ また・例外処置 を実装 したシステム の禾・」賭 は、離 間相互の翻 制限軽 とし

て 、事前 に合意 してお くことを基本原則 とす る。

2.3.1応 答 側(着 信 側)機 能

応 答側(着 信側)機 能 を省略する ことも可能である。

2.3.2モ ー ド変 更'L

モー ド変更機能 を省略する ことも可能である.モ ー 陵 更機能 を省略す る場合、応答側
(着信側)は モー 陵 更要求 電文 を受信時 に、強制的にコネクシ ョンを切 断す る.

2.3.3複 数 フ ァイル転 送

鋼 側(発 信側)の 場合は漬 数ファイル転送を省略することも可能である
.Z鰍 ファ

!ル 転送を省略する場合・応答側(着 信fi・J)は2翻 のファイル に対す る開女腰 求電文
を受信 時に、強制的にコネクシ ョンを切断する。

2・3・4可 変長 レコー ド 、

ファイル受信側の場合 は面 変長 レコー ドの受信 を省略する ことも可能である
.可 変長

レコー ドの受信 を省略する場合・ファイル受信側 は開始要求散 にて可変長 を示す レ

コー ドIDを受信時 に、以下 のいずれかの処置 を行 う。

① 開始 回答 電文 の処 理結果 で 「レコー ドIDエ ラー 」 を返 した後
、 コネ ク シ ョ

ンを切 断す る。

② 強 制 的 に、 コネ ク シ ョン を切 断す る。

一4一



2.4任 意 実 装 仕 様

2.4.12kバ イ トを超 え る レ コ ー ドの扱 い

産 業 界 で は2kバ イ トを超 え る レコー ドを持 つ デ ー タ転送 が従来 よ りあ る。 一部 の 製
ひ ト

品で は全銀協標準通信 プロ トコル ・ベーシ ック手順 を用いて、テキス トを複数伝送 ブロッ

クに分割 して転送す ることで、2kバ イ トを超 える レコー ドの送受信 を実現 している。
一方 、全銀協標準通信 プロ トコル ーTCP/IP手 順では、最大 テキス ト長 は2048バ イ

トと定義されている。ベーシ ック手順 と異なりブロック分割 の機能 を持たない ことか ら、

送受信できる レコー ド長の最大値 は、Trcを 除いて固定長 の場合は2043バ イ ト、可

変長 の場合は2041バ イ トとなっている。

従 って、産業界 の要求 を満たすべ く、2kバ イ トを超 えるレコー ドを持つデータを転

送す るための方法 として以下 の実装 ガイ ドを設定する。ガイ ドに沿 った実装 を選択する

か否かは任意で ある。ただ し、製品 のカタ ログにおいて、2kバ イ トを超 える レコー ド

の対応 の有無 と、対応する場合の最大 メッセージ長 について明確 に記載す ることを推奨

す る。

① 送 受で き るメ ッセ ージ の最 大長 は企 業間相 互 の取 り決め に よる。最 大 メ ッセー

ジ長 の上 限 は、32,700バ イ ト以下 とす る 。

(た だ し、 これ を超 え る もの につ いて も実 装違 反 とは しな い。)

② ファイル受信側で取 り扱えない長 さのメッセー ジを受信 した場合は、エ ラー

扱 いとす る。固定長 ファイル の受信時 には、 「レコー ド長エ ラー」 として扱

い、可変長 ファイル の受信時 にはコネ クシ ョン切断 とす る。

③ 事前に取 り決め られた最大 メッセー ジ長 の範囲内であれば、 レコー ド長が

2kバ イ トを超 えて いるか否 かに係わ らず、1テ キス ト内に1ま たは複数の

レコー ドを収容す ることができる。

ただ し、 レコー ドはテキス トをまたがってはな らない。

　　 　 　 　 　

lSH
l

」_____

Trc レコー ド(1ま た は複 数個)

〈一 一 ー ー ー一 一ー テ キ ス ト ー 『一 一 ー ー ー一 一 〉

メ ッセ ー ジ(32700ハ"イ ト以 下)一 ー ー 一 〉

図2.4.12kバ イ トを超 え る レ コ ー ドの 扱 い
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2.4・2不 定 長 の取 り扱 い

ス トリーム デ ー タ形 式 の フ ァイル(テ キ ス トフ ァイル)の よ う に レコー ド境 界 を持 た

な い ファイル の転 送 を行 う場 合 は 、以 下 の よ うに扱 うもの とす る。

(1)送 信 側 の フ ァイ ル形 式

可 変長 レコー ドの フ ァイル と して 取 り扱 う。 送信 側 では レコー ド長 を適 当 に選 ぶ こ と

がで き る.た だ し、 レコー ド境界 の識 別(レ コー ド長 の情報 等)は 、実 際 に は存 在 しな

いた め 、個 々 の レコー ドの区切 りの識別 方 法(レ コー ド長 の扱 い)は 、個 々 の実装 の裁

量 に任 せ る。(一 般 には システ ム で取 り扱 え る最大 レコー ド長 にな る。)

(2)テ キス ト形式

個 々の レコー ドを送信 テキス トへ格納する方法 は、通常の可変長 レコー ドの格納方法

と同様 とし、最大テキス ト長の範囲内に収 まるだけの適 当な数の レコー ドを格 納する。

したがって、組 み立て られ る送信テキス トには、次の2通 りの形式がある。

①1可 変長 レコー ド/テ キス ト

②n可 変長 レコー ド/テ キス ト

なお 、転 送効 率 を重 視 す る場合 には、 テキ ス トを 「1可 変長 レコー ド/テ キ ス ト」 の

形式 と し、 レコー ド長 は 「最大 テ キス ト長 一7バ イ ト」 とす る こと を推 奨 す る 。

(3)受 信側でのフ ァイル形式

受信 したテキス トか ら個々の レコー ドを切 り出 してファイルに格納する場合、実際の

受信 ファイルの形式は、次のいずれかを個 々の実装において選択す る。

① 可変長 ファイル

② 不定長 ファイル(ス トリームデータ形式のファイル)

ここで選択できるファイル形式は、OSが サポー トす るファイル システム のファイル

形式 に依存するが、少な くとも、受信 ファイルを処理するアプ リケーションか ら利用 で

きるファイル形式 を選択する必要がある。
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第3章 拡張Z手 順の新規導入時の注意

拡 張Z手 川頁には、標 準実装仕 様 と任 意 実 装機能 が規定 されて お り、製 品 によ り機能 が

異 な ります 。

更 に、拡張Z手 順 を提 供す るメー カー にお いて は、拡張Z手 順 で規定 されて いる機能 を

サポー トす る とともに、各メーカー独 自の機能 を追加サ ポー トした製 品を提 供す るな ど、

そ のサ ポー トレベル は異な った もの とな り ます。 また、 フ ァイル成 立管 理や障害処理 の

方法 も製品 によ って 異な る場合が あ ります。

新規 導入時 には、 これ らの ことを前提 に運 用 を考 慮す る とと もに、使用す る製品が ア

プ リケー シ ョン側が必 要 として いる機 能 を満 た して いるか どうか の確 認 を して下 さい。

また、 各製 品のマニ ュアル、お よび 、付属 資料1を 参考 に、各製品 の実装 内容 を理解 し

てお くことをお薦 め します。

なお 、ユ ー ザー側で 作 成す るア プ リケ ー シ ョン と拡張Z手 順 との イ ンタ フ ェー ス につ

いて は、拡 張Z手 順 のベース手順で ある、全銀手順(ベ ー シ ック手順)と 同一です 。

新 規 に拡 張Z手 順 を導入す るため には、以下 の準 備 を行 うことが必要 とな ります 。

①EDIに お ける 「取 引基本 規約」 、 「業務運用 規約」、 「情報表 現規約」 の確 定

↓

② メーカー提供製 品の調査

↓

③ 利 用す る機能 の確定 とユ ーザ側で新 規作成す るアプ リケー シ ョン機能 の確定

↓

④ システム リソー ス(ハ ー ドウェア ・ソフ トウェア)の 確 定

↓

⑤ 拡 張Z手 順 にお いて アプ リケー シ ョン側で要求す る機 能 を満足 して いるか どう

か の確認

↓

⑥ システム開発及 び運用

特 にEDIと して、業界 で規定 して いるル ールが ある場合は、事前調査が必要です 。
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竃 灘 難 懸 羅 歎 一シック手順)か ら拡張z手順への移行に関する酷 点

磯 馴 願 詮 鋸 順のプロトコル下位層である伝送制御手lll頁部分を現行のBSC手
」順 か ら・全二重モ デムが利用 可能なTCP/IP手 順 に変更 した ものです 。

Li拡張Z手 順 を実装 したパ ッケー ジは・下位 層 にお ける伝送制御 手順 の相違 をア プ リケ_

シ ョンに意識 させ る ことな く作 られて いる ので、全銀 手順 と同一 の考 え方で運用 が可 能

です。

た だ し、下位 層 の伝 送 制御 手順 がTCPAP手 順 に変更 とな って いるた め に
、接続 時 に お

いて留意 す る点が い くっか あ ります。接続時 に留意す る点 を次 に示 します。

4.1移 行 準 備

全銀手順か ら拡張z手 順 に移fiす る場合には、あらか 助 相手倶‖システム との間で取

り決めておかなければならない項 目と自側 システムのシステム状況によって設定 して お

かなければな らない項目があ ります。

(1)相 手側 システ ム との取 り決 め事項

相手側 システム との間で取 り決 めておか なけれ ばな らな い項 目を次 に示 します
。

①IPア ドレス

下位層の伝送 制御 手順がTCP/IP手 順 のた め、お互 い に通 信す るた めにIPア ドレス

を相 手側システム に通 知 しておかな けれ ばな りません 。相 手側 システム よ り通知 さ

れたIPア ドレス は、拡 張Z手 順 を実装 した製 品に設定 します
。

② 最大 メ ッセー ジ長

拡張Z手 順 では、全銀 手順 にお ける伝送 ブ ロックの形態 か らメ ッセー ジの形態 に

変更 して います。 そのた め、最大 メ ッセー ジ長 を相手側 システム とあ らか じめ取 り

決 めておかな けれ ばな りませ ん。

また 、全銀 手順で使用 され ていた1レ コー ドを複数 伝送 ブ ロックで伝送す るETB

分割 機能 は使用 で きませ んので 、 「最大 レコー ド長+Trc(5バ イ ト)+SH(8バ

イ ト)」 分 の最大 メ ッセー ジ長 を設定する必要があ ります。

③ 無通信タイ マ値

無通信 タイマ値 は原則30秒 ですが、カスタマイ ズが 可能 な製 品 もあ ります
。必

要 な場合 には、変 更可能 です。
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(2)自 側 システム状況 によ る設定 値

フ ァイル転送 の高速化 を実 現す るため に、論 理ACK応 答 な しで の複数 メ ッセー ジ連 続

転送 が可能 です。多 くの製 品で は規定 値が 設定 されて い ますが、変更 可能です 。 シス テ

ム の負荷状況 を考慮 し、変更 して下 さい。

4.2移 行 テ ス ト方 法

全銀 手ll頂か ら拡張Z手 順 に移 行す る場合 、相 手側 シス テム と実際 に接続 運用す る前

に十分 な移行 テス トが必要 です。

移 行テ ス トにつ いて は、折 り返 しテス ト方法 を例 として示 します。 自側 シス テム内

で の充分な確認後 、相手側 システム と接続 して下 さい。

折 り返 しテ ス ト方 法の概 要 を次 に示 します。

==自 側 システ ム

螺 ・
ISDN

運 フア∋
ル ー タ =

拡張Z手 順

実装製品

1
ノ

運 ファi江 ル ー タ =

ニノ1、

図4.2折 り返 しテス ト概 要

4.3カ ス タマ イ ズ 方 法

移行 テス トにお いて、 全銀手順 で送受信 していたフ ァイルが確 実 に伝 送で きる こと を

確 認す る とともに、 自側 システムの システム能 力及 び負荷 状況 を確認 して下 さい。

各製 品のマニ ュアル及 び各 メー カー の技術 員 の意見 を参考 に、総 合 的な調整 を実施 し

て下 さい。
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第5章 運用上の注意

'L'㌶
,.・Lliメ

ノ ノ へ

:5.・1・IPア ド レ ス と の 関 係

'拡 張Z手 川頁は
・TCPAPを ベー ス に して い ます 。TCPAPは 、 図5.1に 示 す よ うな ネ ッ トワー

ク 上 で デ ー タ交 換 を行 うた め に 開 発 され た 通 信 プ ロ トコル で 、IPア ドレス が 重 要 な 役 割

を持 って い ます 。 本 項 で は 、IPア ドレス の 仕 組 み を示 し、 拡 張Z手 順 を運 用 す る うえ で

重 要 なIPア ドレス の設 定 法 につ いて 、概 説 します 。

A点

図5.1ネ ッ トワー ク略 図

5.1.11Pア ドレス の役 割

図5.1に 示すネ ッ トワー ク上 のB点 ヘデ一夕送 るために、A点 か らデー タを投入 して も、

何 の仕掛 け もなけれ ばB点 へ は届 き ませ ん。

TCP/IPで は次 の仕掛 けを設 け、A点 か らB点 ヘデ一 夕を送れ るよ うに して います。

① 交換デー タ内に送 り先 を含 め、表示す る。

② 送 り先 は、2進 数 値で表す(こ の数値 をIPア ドレス とい う)。

③A点 以外の点で は、交換デ ータに表示 されて いる送 り先 を見て 、 自分 自身 と

関係 ない交 換デー タ を受 け取 らない。

IPア ドレスは、同一 のネ ッ トワー ク上では、すべて の発信及 び受信 点 に対 してユ ニ ー

クに割 当 られてなければな りません。 同一のIPア ドレスの 受信点 が複数 あれば、受信 点

の 区別 がつかな くな ります。 このIPア ドレス は、現在のイ ンター ネ ッ トでは32ビ ッ ト

にな ってい ますので、2の32乗(約 、4,000,000,000)箇 所 分 の発信及び受信点が 設 定

で きます。

5.1.2静 的IPア ド レス と動 的IPア ド レス

4,000,000,000箇 所 と い え ば 、 膨 大 な 数 のよ うに 思 え ます が
、 イ ン ター ネ ッ トは全 世 界

共 通 ネ ッ トワ ー クで す か ら、 世 界 中 の人 々 に一 つ ず つ 割 り当て れ ば 、 た ち ま ち足 りな く
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な って しま います。実際 には 、す べ ての 送受信点 には、ルー ター(TCPAPネ ッ トワー ク

の交 換機)や 各種サ ーバー も含 まれ ます の で 、もっ とずっ と足 りな いのが現状 です。そ

こで 、 ある送受信点に固定的 にIPア ドレス を割 り当て る通常の方法(静 的割 当)の 他 に、

動 的割 当とい う方法が工 夫 され ま した。

(1)静 的IPア ドレス割 当(静 的IPア ドレス)

あ る特定 の送受信 点 に、固定的 にIPア ドレス を割 り当て る方法 です 。 ごく常識的な 方

法 で 、送受 信点 とIPア ドレスが1対1に 対 応 して います。送 受信 点 を決 めれ ば、IPア ド

レスが特定 され、逆に、IPア ドレス が決 まれ ば、送受 信点が特 定 され ます。

(2)動 的IPア ドレス割 当(動 的IPア ドレス)

図5.1.2の よ うなネ ッ トワー クの末端 では、a～zの26箇 所 の送受信点 でいつ も同時 に

デー タ交換 が行われ るわ けで はあ りませ ん。静的IPア ドレスで は、 当然 、26個 の送 受

信 点 にユニー クに割 当を行 い ます ので 、IPア ドレス も26個 必要 です。 しか し、 いつ も

同時 にデー タ交換 をす るわけ で はな いので 、データ交換 を して いない送受信点 のIPア ド

レス は遊んで いることにな ります。 いか に も勿体 な い感 じが します。

そ こで、動的IPア ドレス割 当 とい う工夫が行 われ て います。

通信相手

＼
a点(AAA)

占
"

占
"

b

y

z,点(ZZZ)

図5.1.2ネ ッ トワー ク略 図(そ の2)

①a～zの26箇 所 の送受信 点 の内で、通信相手 と同時 にデー タ交換す るのは、

たかだか3か 所程度 とします 。

②a～zに 対 しては、IPア ドレスを割 当てない ことに します。 しか し、IPア ドレ

スが割 当 られ て いな い と、デー タ交 換ができな いので 、デ ータ交 換をす る と

きだ け割 当て る ことに します。 この割 当は、サーバ ー(α 点)で 行 うことに

します。
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噸 騨慧P惣 罐 警標 遷巖 こ鶏
糎 名』1を用 いて特 定 します・例 えば、通信相 手 とa～z間 で実際 にデー タ交換

を行 う時 は、デー タ交換 を行 う時 に論理名 をIPア ドレス に変換 します
。

④ 変 換 の考 え方 を示 します。サーバー(α 点)に は 、変 換表が あ ります が、論

理名 だ けが 静的 に割 当て られ てお り、対応 す るIPア ドレスは空 にな って い ま

す。

今 、外 部 か らa点 が、AAAの 名でデー タ交換 を要求 され た とします
。サ ー

バー(α 点)は 、変 換表 にIPア ドレス を割 当て(表5 .1.2で はn)、 以後 デー

タ交 換が終 わ るまで、a点 のIPア ドレス はnに な ります 。デー タ交換完 了後 、

サーバー(α 点)はa点 のIPア ドレス を空 に します 。

逆 に、a点 が データ交換 を始め る時 は、デー タ交換 を始 め る前 にサーバ ー

に対 してIPア ドレス の割 当て を要求 します。

こうして 、26か 所 の送受信点 に対 し、3個 のIPア ドレスで運 用が 可能

とな ります 。

送受信点 論理名 電話番号 lPア ドレス

a AAA 03-1234-567 空 →n

b BBB 03-1234-567 空

C CCC 03-4321-987 空

.

・

●

■

・

.

・

・

:

:

:

:

:

:

:

:

a点 に対 して は

送受信 に先 だ って

nを 割 り当て る

表5.1.21Pア ドレス 変 換 の考 え 方

(3)動 的IPア ドレス使用 の条 件

a～zは 名無 の権兵衛 なの に、何故 、サ ーバ ーか ら呼び出 せ るのか とい う疑 問が出 て き

ます・実際 には特別 な工夫 を しな い と、ロ乎び 出す ことが 出来 ません.し たが って 、動的
IPア ドレスは、限定的 な条件下 で使用 可能にな ります。
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① 論 理名の存在

a～zは 名無の権 兵衛 な ので、IPア ドレス とは別 の論理 名(例 えば、DNSと 呼
ばれ るものが あ ります)が 必要 です.勿 論 、TCP/IP内 に論理 名は有 りませ ん.

SMTP(Eメ ール) ・HTTP(ホ ー ムペー ジ ・ア クセス)等 の上位 のプ ロ トコ

ル には、論理 名が あるので、動 的IPア ドレスが使 用で き ます。

論理 名がな くて も・起 動専用であれ ばデー タ交換 はで き ますが
、応答側 は、

起 動側が誰か 、論理 名がな いので分 か りませ ん。

② サーバー の存在

動的IPア ドレス をサ ポー トす るサーバー が必要 です。 このサーバー 自身 は、

青争的IPア ドレス を持 って いな けUt}asな りませ ん.ま た、動的割 当に使用 す る

IPア ドレスを必要 数(本 項 の例 では3個)だ け用 意 しな けれ ばな りませ ん
。

③ ダイアル ア ップ接 続

論理名だ けで は、サーバ ーか らa～z点 を呼 び出す ことは出来 ませ ん
。

図5.1.2で はダイ アル ア ップ接続 を想定 して います 。す なわ ち、サーバー とa～z

点 は・電話回線 で結 ばれ てお り・・～・点それ ぞれ にユニー クな電 言蹄 号が与 え

られ ているとい う想 定です 。

サーバーか ら電話 をか ける ことで 、a～z点 の中か ら特定 の一点 を呼び出す こ

とができるのです 。EDIで は、VANと の接続 に相 当 します。

④ 専用線接続

③ と同様 の効果 は、サーバ ー とa～z点 が、それ ぞれ別 の専用線で接続 され て

いれ ば・同様 に得 られ ます・サーノ㊦一 は回線 を言捌 す る ことで 、、～。,点を識別

で きるか らです 。

⑤LAN接 続

サーバー とa～z点 がLANで 結 ばれて いる場合 に も、前述 の③ と同様 な運用 が

で きます。

5・1・31Pア ドレス管 理

IPア ドレス は、ネ ッ トワー ク全体 でユ ニー クに割 当 てな けれ ば意 味が あ りませ ん
。 こ

のため ・専 門の割当機 関が あ り、イ ンター ネ ッ トにつ いて は、全世界統_で ユニ_ク な

割 当 を行って います・ このIPア ドレス をrグ ・一バルIPア ドレス 』 と呼んでいます
.グ

ローバ ルIPア ドレスは・全世 界統一 ですか ら、 これ を用 い て世界 中のど ことで もデ_夕
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交換で きます。

∫r特}こ～<,拡張Z手 順 をEDIに 使 用 す る 場 合 は 、EDIはn:n間 の グ ロ ー バ ル な デ ー タ交 換 で

す か ら・・グ ロー バ ルIPア ドレス を使 う必 要 が あ ります ・ 前 述 の 動 的IPア ドレス も グ ロ ー

バルIPア ドレスでな けれ ば、意 味が あ りませ ん。

ごく小規模 な仲 間 内だ けのデー タ交換 の ときだ け、 仲間 内でユニー クなIPア ドレス を

使 う ことが でき 、 これ を 『ローカルIPア ドレス』 と呼んで います 。 ローカルIPア ドレス

は仲間 内だ け のデー タ交 換 を可能 にす る ものです か ら、EDIに は使用 しな い方が無難 で

す 。

5.1.4静 的IPア ドレス の応用

拡張Z手 順 は、TCPAPを ベー ス にしてお り、 そ の運 用 に当た って 、IPア ドレスが必 要

にな ります。

静 的IPア ドレスの応用方 法の要点 を、利用するネ ッ トワー クの種 類別 に述べ ます。

(1)イ ンター ネ ッ トの利 用

イ ンターネッ トを利 用す る場合(LANと イ ンターネ ットを接続 し、LAN経 由でイ ンター

ネ ッ トを利 用す る場合 を含 む)、 グ ローバ ルIPア ドレスが必 要で す 。 グ ロL六 ルIPア ド

レスは、付属資料3に 示す方 法で取得 します。

尚、既 に グローバルIPア ドレス を持 って いる場合 には、それ が利用 で きます。

(2)イ ン ト.ラネ ッ ト/エ クス トラネ ッ ト

イ ン トラネ ッ ト/エ クス トラネ ッ トには様 々な定義があ ります が、 ここではそれ らの

区別 をせず に、専用 回線 あるいはVANな どを用 いてイ ンターネ ッ トを経 由せず に 、複 数

企業それぞ れのLAN同 士 を結ん だ、 クローズな広域 ネ ッ トワー クを指 す もの とします。

イ ンターネ ッ トを経 由 しないので 、ネ ッ トワー ク全 体でユ ニー クな ローカルIPア ドレ

ス を用 いる ことができ るよ う に思 えますが 、ネ ッ トワー ク全体 の ロー カルIPア ドレス を

ユニー クに管理 するの は、結構 大変です。 例 えば、ネ ッ トワー クに参加 して いる企業 の

中か ら代表 を決 め、ア ドレス管 理 を一元化す る必 要があ ります。 です か ら、EDIに 使 用

す るので あれ ば、 グローバルIPア ドレスの使用 をお薦め します。

尚、vAN経 由の場 合 にはvANの 管理者 の、NTrの ㏄Nサ ー ビスの場合 にはNTrの 指 示

す るIPア ドレス を使用 して下 さい。

(3)LAN

外部 との接続が一切 な いクロー ズな社 内 ネ ッ トの場合 は、従 来 どお りのLANア ドレス

を・ ローカルIPア ドレス と して使用 でき ます。但 し、将来 の拡張や 外部 との接続 を考 え
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れ ば、 グローバルIPア ドレスを使 用す るのが一番 無難です。

(4)1対1接 続(ポ イ ン トtoポ イ ン ト接 続)

例 え ば 、 電 話 線 で2つ の送 受 信 点 を つ な い だ 場 合 な どで す 。 ロー カ ルIPア ドレスが 使

え ます 。 ア ドレス の 値 は何 で も可 能 で 、 下 記 の値 が 使 用 可 能 と言 わ れ て い ます が 、③ の

使用 が 無難 で す 。但 し、2つ あ る いはそ れ 以上 あ る送受 信 点 は、 そ れ ぞ れ 異 な る(ユ ニ ー

ク な)値 と し ます 。

① 「10(固 定)一(0～255)一(0～255)一(0～255)」

② 「172(固 定)一(15～32)一(0～255)一(0～255)」

③ 「192(固 定)-168(固 定)一(0～255)一(0～255)」

これの応用 として、VANの ア クセ スポイ ン トへ の電話線 によ る接続 が あ ります 。 この

場合 は、VANの 指 示す るIPア ドレス を使 用 します。

尚、将来 の拡張 や 外部 との接続 を考 えれ ば、 グロー バルIPア ドレス を使用す るのが 、

一番 無難です 。

5.1.5動 的IPア ドレス の応 用

動的IPア ドレス を使用す るた め には、動的IPア ドレス機 構 を持 ったサ ーバー との接 続

が必要です。 ネ ッ トワー クの種 類 によ らず 、 図5.1.2の 形態 が一般 的です。拡張Z手 順製

品の 中には、動的IPア ドレス機 能 を持 って いる ものもあ ります 。

(1)社 内に送受信点 が多数 あ り、 既 に持 って いるグ ローバ ルIPア ドレス の数 が足 りな

い場合

この場合 、イ ンター ネ ッ トと社内 ネ ッ トを 接続す るサーバ ー(あ る いはルー ター)に

動的IPア ドレス機構を持 たせ ることによって、すべて の送受信点 に、必 要 の都度 、 グロー

バルIPア ドレス を持たせ る ことがで き ます 。

(2)VANと の接続

イ ンターネ ッ ト接続 をサポ ー トす るVANで は、アクセス ポイ ン トとユーザ ー との1対

1接 続で も、動的IPア ドレス機構 を用 いて グローバルIPア ドレス を使用す る場合が あ り

ます。 この場 合、VAN側 でIPア ドレスの割 当て が動的に行われ ます。特別 な機 能 を盛 り

込 んだ拡張Z手 順製品 しか使 用 できな い場 合 も考 え られ ます ので 、VAN『 会社 で確 認 して

下 さい。
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i}灘 蕪 響 ㍑!グ 。一バノレIPアドレスであり、グ。一バルIPアドレ

憐 れ欝 欝 訓 ワーク形態にも使用することができます.そ こで現在、IPア

購 鱗灘 蕊 ㍍;ご:篇墓瓢:;婿 凝 翼
籔 主ます 二'、

鱗 じ`いTCPAPで は・2の128乗 個 のグ ・一 バルIPア ドレスが使 用 でき ます ので
、 事

実撫 限 にある と考 えて良 いで しょう・ 新 しいTCPAPに よ るネ ッ トワー クが稼 働 開始 す

れ ば、IPア ドレス の問題 は、 ほぼ完全 に解決 され ます
。

一16-一 一



5.2各 種 設 定 につ い て

全銀協標準通信 プ ロ トコル(TCPAP手 川頁)に よるデ ー タ交換 シス テム を運 用す るには、

各種 の 設定 を行 う必 要が あ ります。そ の設定 は、大 き く分 けて次 の2通 りです。

・TCP/IP接 続 に関わ る設定

・拡張Z手 順 対応 通信 プ ログラム の設定

な お、具体 的 な設定 例 につ いて は、 「付属資料4拡 張Z手 順 イ ンス トー ル時 にお け

る具体 的設定 の例」 を参 照 して くだ さい。

5・2・1TCP/IP接 続 に 関 わ る設 定

TCPAPと は 、 イ ン ター ネ ッ トに代 表 され る 通 信 方 式 で あ り、 デ ー タ をや り取 りす る た

め の取 り決 め(プ ロ トコ ル)の 一 つ で す 。 イ ン ター ネ ッ トを 利 用 す る 場 合 もTCPAP接 続

に 関 わ る設 定 が必 要 に な ります が 、 拡 張Z手 順 に お いて もそ れ と 同等 の 設 定 が 必 要 に な

ります 。

TCPAP接 続 を 行 う に は 、TCPAPプ ロ トコル 、PPPプ ロ トコル 、 モ デ ム ・TAの 機 能 が 必

要 に な り、設 定 と して は 、 「TCPAPの 設 定 」 「PPP接 続 の設 定 」 「モ デ ム ま た はTAの 設

定 」 の3種 類 に分 け られ ます 。 これ らの機 能 は 一 般 的 に次 の よ う に実 現 し ます 。

・PC(TCP/IPソ フ ト+PPPダ イ ヤ ル ア ップ ソ フ ト)+モ デ ム ま た はTA

・PC(TCP/IPソ フ ト)+リ モ ー トア クセ スサ ー バ+モ デ ム ま た はTA

・PC(TCP/IPソ フ ト)+ダ イ ヤ ル ア ップ ル ー タ

実現する形態や機種によって設定項 目や設定方法は異な ります が、ここでは一般的 に

設定する必要がある代表的な設定項 目を紹介 します。設定項目や設定方法などについて

は、必要に応 じてネッ トワーク管理者に相談 して下 さい。

(1)TCP/IPの 設 定(注1)

・IPア ドレス の 割 り当て 方 は静 的 か 動 的 か

・当方IPア ドレス/相 手IPア ドレス(注2)

・TCPポ ー ト番 号(注2)

(注1)動 的割 り当ての場合 は設定不要 です。

(注2)相 手IPア ドレス とTCPポ ー ト番号 は、拡張Z手 順対応 通信 プ ログラムよ り

指定す るのが一般的で す。
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(2)PPP接 続 の設定

PPP接 続 とは、相 手 先に電 話 をか けて 接続す る方 式の ことで す
。 これ は 、電 話 をか け

る相手 ごとに定義 しな けれ ばな りません。

'ユ ーザ 認証 を行 うか どうか(ユ ーザID/パ ス ワー ド)

・ユーザ認 証 を行 うのな ら
、そ の手法(PAPま たはCHAPが 一般的 で ある)

・相手先電話番 号

(3)モ デ ム またはTAの 設定

モデム また はTAは 、
i非 同期全 二重通信が可能な 製品 を使用 しな けれ ばな りません。 こ

のモデム またはTAは 、イ ンター ネ ッ トやパ ソコ ン通信 と共用 す る ことが でき ます
。 設

定す る項 目には、かな りの数 が あ りますが 、一般 的 には初期値 の ままで構 いませ ん。 設

定 例 につ いて は・ 「付属資 料4具 体 的設定例」 を参照 して下 さい.(注3)(注4)(注5)

(注3)一 般加入 者回線(通 常 の電話 回線)の 場合はモデム 、ISDN回 線 の場合 は

TAを 使 用。

(注4)56kbpsの モデ ム につ いては、様 々な制約があ ります 。使 用 の場合 には、詳

細 な調査 が必要 とな ります。 鳥

(注5)ISDN回 線 に は、様 々なサー ビスが用意 されて い ます。使 用す る場合 には、

TA付 属 のマニ ュアル を参 照 して下 さい。

5.2.2拡 張Z手 順 対 応 通 信 プ ロ グ ラム の 設 定

本項 の定義 内容 は、 導 入す る拡 張Z手 順対応 通 信 プログ ラム によ り設定 方 法が異な り

ます。た だ し、拡張Z手 順 に関す る項 目につ いて は どんな製 品 において も大差 はあ りま

せ ん。 ここで は、そ の代 表 的な設定項 目を紹介 します。一般 的 に設定す る情報 は次 の2

つ に分 ける ことがで きます。

・自局 と相 手局 に対 す る情報(接 続す る相 手局単位 に設定)

・送受信す るフ ァイル に対す る情報(送 受信す るフ
ァイル 単位 に設定)

設定例 を 「付属 資料4」 に添付 しました。 詳細 つ いては、各製 品のマニ ュアル を参 照

して下 さい。

(1)相 手 局 単 位 に設 定 す る項 目

・相 手セ ンター 確 認 コ ー ド

・ 当方 セ ン ター 確 認 コー ド

・パ ス ワー ド
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・メ ッセー ジ長

・ ファイル成立 管理 は ファイル単位 か通信 単位 か

・マル チ フ ァイル 転送 の有 無

・モー ド変更 の有 無

・許容時 間帯 チ ェ ックの有無

・デー タ電文連 続受信 回数

(2)フ ァイル単位 に設定す る項 目

・フ ァイル名

・ファイルア クセ スキー

・ レコー ド長

・ レコー ド形式

・デー タ圧縮 の有無

・サイ クル管 理の有無

〈設定上の注意点〉

① 相手局単位 に設定するメッセー ジ長は、製品によって最大長が制限されるので当

事者間で確評する必要があ ります。 ㍉ ぷ ㍉

② 相手局単位 に設定するパスワー ドは、制御電文の種 類ごとに設定可能な製品もあ

るので当事者間で確認する必要があります。

③ 相手局単位に設定するファイルアクセスキーは、制御電文の種類 ごとに設定可能

な製品もあるので当事者間で確認する必要があります。

④ ファイル単位に設定するデータ圧縮の有無 とサイクル管理の有無は、使用す る製

品によって相手先単位で固定になる場合 もあるので当事者間で確認する必要があ

ります。
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5.3フ ァイ ル成 立 管 理

5・3・1フ ァイ ル 成 立 管 理 の意 味 、

一回の フ ァイル転送 が終 了した時 に
、正常 にフ ァイルが転送 さ れたか どうか を判定 す

るため に行 う管理 を・ フ ァイル成立 管理 と言 い ます
.規 格 上 は、通 常 の ファイル車云送

(シ ングル ◆フ ァイ ル転送)の 剛 こは・そ の フ ァイルが正常 に転送 で きたか どうか を意

味 し・麟 フ ァイル転送 の時 には・すべて の ファイルが正常 に転送で きたカ・どうか を意

味 します 。

送信側及 び、受信側 双方 によ る 「フ ァイル転送 の正常転送確 認管理」 で あ り
、 これ は、

製 品間 にお いて・ フ ァイル 単位 でその伝送終 了時 にや りとりす る制御 電文 を∂忍言識し合
っ

て実現 して います・ この管理 の為 のタイ ミ ングは
、伝送 シーケ ンス上 にお いて双方 で_

致 して いる ことが醸 ですが・不一致で あって も、通常時は特 に問題 とな る事項で}まあ

りません。

なお・不一致 の場合 に伝送 シーケ ンス上で 、イ可らか の障害 が発 生す る と、稀 に、_方
のみが 「正常転 送扱 い」 という状態 力溌 生 しますが

、 この場合 は連 絡 を取 り合 って運

用 レベル で処 置す る ことにな ります。

また・ これ らタイ ミング等 の内容 は・本拡 弓長z手 順のベース手順 であ 徒 飯 手順(ベ ー

シック手順)に 準 じてお り、拡張Z手 順 として の新 たな規定は設 けて い ません
。

5・3.2運 用 に便 利 な フ ァイ ル 成 立 管 理

規格 上は前述 の通 りですが・例えば全体で1・ 個 の複数フ ァイル転 送を実行 した時}こ
、

最 初の5個 まで正常 に転 送できたが・残 りの5個 は車云送 できなか った よ うな場合 は運

用上 、最初 の5個 は正常扱 い とした方が便利な場合が あ ります
。

規格上 は・例題 の場合・すべての転送無 効 とな ります
.そ こでパ ッケ_ジ へ の具 体

的 旅 装 で は・そ うい う運用 を可能 に した ものが あ ります
.た だ し、すべ ての拡弓長z手

順製品が 同 じ実装 にな っているわ けで はあ りませ ん。

この ことが 、直ちに実害 に結びつ くので はな く
、通常 問題 にな る ことは、ほ とん ど あ

りませんが、知識 として持 っている ことが重要 だ と思われ ます
。

5・3・3フ ァイ ル 成 立 管 理 の概 要

ファイル成立管理 は複雑 な面が ありますので、 こ こでは、シングル フ ァイルの転送で 、
起動側 で受信(起 動側で照会モー ド)の 場合 に限定 して説明 します

。

図5・3・4を参 照 して下 さい・ この図}ま・拡張Z手 順 製品のフ ァイル転送 最終 段階 の処 理

シーケ ンス を表 して います。規格上 は⑩ の処理 の完 了を待 って、正常な フ ァイル 転送 完

了 とす る ことにな って います・ しか し・図 をよ く見 る と② の段階 で、 ファイル のデ汐
はすべてREAI)で きている こ とがわカ・ります

.そ こで、③以後 にエ ラーが 発 生 して も、



フ ァイルは正常 に受信 で きた と解 釈 して もよい はずです。

実際に、⑦ の処 理実行 後 の⑦'の 段階で フ ァイル成立 とみなす製品 もあ ります。

5・3.4互 換 性 の 問題 は な い

つま り、 フ ァイル 成 立 と見 な す タイ ミ ングが 、 正式な規 格 とは異 な る拡 張Z手 順製 品

が存在す るわ けです 。

そ こで、た また ま送 受 を行 う2つ の拡 張Z手 順 製 品の フ ァイル成 立管 理 の タイ ミ ング

が異なって い ると、 どんな不都合 が起 きる のか が 問題 にな ります が、通 常 、実害 はな い

と考 えて差 し支 え あ りません。そ の理由は次 のよ うにな ります。

フ ァイル転送 の最終段 階で障害が発 生 した 場合 に、稀 に、片側 は送信 失敗で 反対 側 は

受信成功 とい うよ うな矛盾が発生す る ことが あ ります。 この矛盾 はフ ァイル転送 シス テ

ムの宿命で、ゼ ロにはで きません。 上記 の 互換性 の 問題が 、その原 因にな る ことが稀 に

あるという ことです。す なわち、矛盾 の発 生 自体 が稀で あ り、その稀な現 象 のうちの ご

く一部が互換性 の問題 を原因にす る とい うことで す。

拡張Z手 順 製 品の メー カーは 、む しろ この矛盾 をな くす た めに、 ファイル 成立管理 を

工夫 してい るのが実際で あ り、問題が大 き くな る方法へ規格 の解 釈 を変 えるよ うな こ と

はあ りませ ん ので、実害 はない という ことにな ります。

尚、更 に詳 しい仕様 や動作 に ついて は、拡張Z手 順 製品 の メーカ ーへ 問 い合 わせて 下

さい。

く
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難

滋麟 ㌻

難 沙 グル・モード

廻 会モー ド

や

②

③

③'

④

④'

⑤

⑤'

⑥

⑥'

⑦

⑦'

⑧

⑧'

⑨

⑨'

⑩

⑩'

SH (最終)デ ー タ電文

SH 論理ACK

SH 終了要求電文

SH 論理ACK

SH 終了回答電文

SH 論理ACK

SH 閉居要求電文

SH 論理ACK

SH 閉局回答電文

SH 論理ACK

TCPコ ネク ション開放

図5.3.4フ ァイ ル 転 送処 理 シー ケ ン ス
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5.4障 害 処 理

5.4.1障 害 につ いて

コ ン ピュー ター を使用 したデー タ通信環 境 で は以下 のよ うな事 象 の発 生によ りデー タ

伝送 の継続 が不可能な状態(障 害)が 発 生す る可能性が あ ります。

障害 事 象例

・コ ンピュー ター ・ハ ー ドウェア の故障

・使用す るソフ トウェアの問題(OS 、通信 ソフ トウェアな ど)

・通信経路 の物理的異常

・通信経路 の輻較

上記のような事象の発 生によ り、伝送処理 を中断する必要がある障害が発生した場合

には、伝送処理は中断されます。 ここで は全銀TCPAP手 順上において障害状況が発生 し

た場合の代表的動作 と、中断された伝送処理を再開する再送処理について記述 します。

5・4.2障 害 発 生 時 の代 表 的 動作

全 銀TCP/IP手 順 による通 信 中 に、何 らか の理 由にて伝 送処理 を中 断す る必要が ある 障

害 状況発 生 を検知 した システム は、伝 送処 理 を中断 してデー タ の伝 送路で あるTCPコ ネ

クシ ョンを クローズ します。 一方の通 信相 手 先システムはデー タ伝 送路で あるTCPコ ネ

ク シ ョンが クローズ された ことの検 知や 無 通信監視 な どによ り障害 状況発 生を認知 し、

伝 送処理 を中断 します。 これ によ り両者 にお いて 中断状 況が発生 します。

接続 され て いた通信 回線 の切 断は、 明示 的 な 回線切断指 示 また は無通信監視 にお いて

実行 され る もので、必 ず しもTCPコ ネ クシ ョンのク ロー ズ に リン クす るものではあ りま

せん。

障害 発生時 の動作 につ いて は、通 信経路上 の機器 な どによ り動 作が 異な る場合が あ り

ます ので 、実際 に使用 され る環境 にお いて 障害発生時の動作 を確 認す る ことを推奨 し ま

す 。

5・4・3再 送 処 理

フ ァイル の伝 送途 中にて障 害状況が 発生 した場合 に、 再度TCPコ ネ ク シ ョンを確立 し

て伝 送途 中であ った ファイル につ いて 再送 す る必要 があ る場合 には、再送処 理 を実行 し

ます 。

再 送処理 につ いて はその形態 によ り以 下 の3つ の形態 があ ります。

① 全体再送

中断状況発生時に行 っていた一連の伝送処理を最初か らや り直す。

② ファイル単位の再送

中断状況発生時に伝送を行っていたファイルの先頭か ら再送 をする。
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③ テキ ス ト単位 の再送

中断状況発 生時 に伝送 を行 って いたフ ァイル にっ いて、伝送 が成立 した

テ キス ト以 降か ら再送す る。

5.4.4実 装 を考 慮 した運 用

通 信環境 を構 成す る製 品 によ り、テキス ト単位 の再送な ど、利 用可能 な再送 形態 に つ

いて の実 装が異な る可能性 があ ります 。 したが って、実際の運用 に あた って は、使用 さ

れ る製品 の実 装内容 を確 認 の うえ、各製品 の実装状況 に合わ せた再送 処理 を行 う必 要 が

あ ります。

また、異な る実 装内容 を持つ製品間 にお い てデー タ伝送 を行 う場合 には 、実装 内容 の

違 いによ り機能的 な制限 が発生す る可能性 が あ りますので、実 際 に使用 され る環 境 に て

再送処理 時の動作 を確 認す る ことを推 奨 します。 また、各再 送方式 の呼称 も製品毎 に異

な る場合 があ ります。

4
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5・4・5再 送 処 理 概 略 テ キ ス ト ・フ ロー

(1)全 体 再送処 理概 略 テキス ト ・フロー例

連絡 処理

中断後 再 開

起動側 応 答側

ダイヤ リング

開局要求

開始要求

⌒
照会処理

起動側
中断後再開

ダイヤ リング

一
開始要求

開局回答

開始回答

応答側は最初のファイルの1件 目の

データか ら送 られてきたものと解釈 して

データの受信を続行 します。

デ ー タ

応答側 は最初のファイルの1件 目の

データか ら送信を開始 します。
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(2)フ ァイル 単位再送 処理概略 テキス ト ・フロー例

連絡処 理

中断後再 開

}

照会処理

起動側
中断後再開

全 ファイル再送要求

応 答側 は伝送 中断 フ ァイ ル の1件 目の

デ ータか ら送 られ てきた もの と解 釈 して

チー タの受 信 を続行 します。

』

応 答側 は伝送 中断 ファイル の1件 目の

チータか ら送信 を開始 します。
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(3)テ キス ト単位 再送処 理概 略 テキ ス ト ・フロー例

連絡 処理

中断後 再 開
起動側

ダイヤ リング

一
開始要求

デ ー タ ・テ キ ス トn

照会処理

起動側
中断後再開

応 答側 は伝送 中断 フ ァイル のn件 目の

デー タか ら送 られて きた もの と解釈 して

デー タの受信 を続行 します 。

ダイヤ リング

蛭
開局回答

デ ー タ ・テ キ ス トn

応 答側 は伝送 中断 フ ァイル のn件 目の

デー タか ら送信 を開始 します。
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第6章 相互運用性確認試験実施結果

6.1試 験 の必 然 性

拡張Z手 順 は、全 銀手順 の ベース部 分 をベー シ ック手順 か らTCPAPに 変更 した 手川頁で

す。 全銀 手1頂は多 くのシステムで稼働 中で あ り、実績 の ある通 信システ ムです。 また、

TCPAPも 既 に確立 したベ ース で ある ことが実証 されて い ます 。 したが って図6.1の よ う

に、拡張Z手 順 は実績 の ある体 系 を組 み合 わせて 誕生 した通 信 システム で あるので 、特

に試 験 を必要 とす る通信 システムで はあ りません。

しか し、予想で きな い ことが発 生す るのが 通信 の世界で あ り、 念 には念 をいれ る意 味

で 、開発 メーカー の異な るパ ッケー ジ間の互換性 を確認す るため 、相互 接続試験 を実 施

しました。

全銀手順
拡張Z手 順

(全銀TCP/IP)

全銀 プ ロ トコル 全銀 プ ロ トコル

仕 様
十

CII実 装標準

図6.1全 銀手順 と拡張Z手 順 の関係

6.2試 験 の方 法

接続 試験は 、図6.2に 示す よ うな試験 用の1対n接 続型 ネ ッ トワー クを構 築 し、実施

しま した。

① 試験サー ビス シス テム

1対n接 続 にお ける1に 相 当するシステムが試験サー ビスシステムです。

試験サー ビス シス テムは、標準機能(起 動側 と応 答側)お よび任 意実装機能 の

両方が フル 実装 された システム を使用 して い ます 。
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② 被 試験 システム

1対n接 続 にお けるnに 相 当す る個 々のシステムは被 試験 システムです。

(1)

試験サー ビス

システム 電話網

ISDN網

(n)

被試験 システム

被試験システム

(注)被 試験 システム には、

VANセ ンターも含まれる。

図6.2試 験 用 ネ ッ トワー ク構 成

6.3試 験 項 目

実施 した試 験項 目を以下 に示 します.CII実 装標準 にはオプ シ ョ)〈実 装項 目が あ ります

ので 、試験 され る製品 によって は試験 項 目の中か ら必要な項 目だ けを選 択 して実施 して

い ます 。詳細 は 「付属資料5相 互運 用性確 認試験 につ いて 」 を参照 して下 さい。

① 起動側機能(金 被試験システム必須試験項 目)

② 応答側機能(起 動専門の被試験 システムは実施不要)

③ 複数ファイル転送またはモー ド変更機能(必 要な場合 のみ)

④ 拡張機能(必 要な場合のみ)

6.4試 験 実 施 結 果

相互運 用性確 認性試験 につ いて は、平成9年9月1日 か ら11月27日 にか けて実 施

し、 「6・5証明書取得製 品 一覧表」 に 示す27製 品 につ いて想 定 どお りの 結果 を得 る こ

とが でき ま した。

産業情 報化 推進セ ンターで は、平 成9年12月1日 に試験 完 了製品 に対 して 「拡張Z

手川頁相 互運用性確 認試験 実施済み証 明書 」 を発行 しま した。

今回、試験に参加 した企 業の製品につ いて は、相互運用性 が あると考 え られますので、

今 回の試験 に未参加 の製 品、および 、今後 、新た に開発 され る製 品 につ いて は、試験 済

み の製品 と接続試験 を実施す る ことで相互 運用性 の検証 とす る ことがで きると考えて い

ます 。

一29一



6.5証 明 書 取 得 製 品 一 覧 表

No. 会社名 製品名

1 (株)アル ゴテ ク ノス21 NTS-100-BANK(TCP/IP版)

2 (株)アル ゴテ ク ノス21 NTS-210-BANK(TCP/IP版)

3 (株)イ ン タ ー コム Biware全 銀TCPク ライ ア ン ト

4 (株)イ ン ター コム Biware全 銀TCPサ ー バ ー

5 NTTデ ー タ通信(株) TWIN'ET-DXサ ー ビス

6 花王イ ンフォネ ッ トワー ク(株) EDIPACK

7 花王イ ンフォネ ッ トワー ク(株) EDIPACK/E

8 蝶理情報 システム(株) 全銀TCP通 信 プログラム

9 蝶理情報 システム(株)
多 目的デー タ交 換 システムDEX-H

全銀TCP手 順

10 日本 アイ ・ピー ・エ ム(株)
IBMEDIサ ー ビス<IE/EX>

TCP/IP全 銀 サ ポ ー ト

11 日本電気(株) T-Link、

12 日本電気(株) T-S6rver,

13 日本電気(株) CCSH/TCPforWindowsNT

14 日本電気(株) CCSn/TCPforACOS-4

15 日本電気 ソ フ トウェア(株)
FTAce/TCPforWindows95

ク ライ ア ン ト機 能 専 用 版

16 日本電気 ソフ トウ ェア(株)
FTAce/TCPforWindows95

サ ーバ&ク ライ ア ン ト機 能 版

17 日本 ユニ シス(株) ODEX-H

18 日本ユニ シス ・ソフ トウェ ア(株) JBAフ ァイ ル 転 送forWindows

19 (株)日立製 作所 ス マ ー トバ ン ク

20 (株)日立製作所 VOS3XFIT

21 (株)日立製作所 TMS-4V/SP/FTF

22 (株)日立製作所 XFIT/S全 銀協TCP/IP手 順

23 日立アプ リケーションシステムズ(株) APSCO全 銀協手順 一次局TCP/IP版

24 (株)PFU FBANKforWindows95

25 富士通(株) CORDEX-SVforWindowsNT

26 富士通(株) OSWCORDEX(V12)

27 富士通(株) SXOCORDEX/E
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第7章 拡張Z手 順導入例

本 章では、全銀 協標準通信 プロ トコル ーTCPAP手 順 をベー ス と した拡張Z手 順 を

適 用 したEDI領 域 での シス テム構築 事例 を紹介 します 。

〈システム名称〉

資材調達システム

〈 システムの 目的〉

発 注元(ア セ ンブ リメー カ)と 、そ の取 り引き先(複 数の部 品メー カ)と の間

で 、 ファイル転送 を利用 したEDI方 式 によ る部品の受発注 を実現 します。

〈 システム要件〉

① 高速な回線で処理 の締 め を確実 に行 いた い。

② 安価 なモデム を使 いた い。

③ データ に対す るセ キュ リテ ィを確保 した い。

④ 従来のア プ リケー シ ョンとの連携 に大 きな変更 を加 えた くない。

⑤ 社内のネ ッ トワー ク との シー ム レスな環境 を構築 した い。

⑥ データ処理 とEIAJ標 準伝 票 の印刷 は、別 々の場所で行 いた い。

⑦ 今後のデ フ ァク ト標準 を採用 したい。

⑧VANと 独 自の受 け 口(公 衆網)の 両方 が可能な手順 を使 いた い。

⑨ 情報発信 ・収集 にWWWブ ラウザ を使 い、それ と両立 させた い。

⑩ 業務連携 にE-mailを 使 いた い。

〈拡 張Z手 順 の採用基準 〉

本 導入事例で は上記 システム要件 を分析 し、 これ を満足す る通信 プ ロ トコル と

して、拡張Z手 順 を採用す る ことに決定 しました。

システム要件 の うち、⑥⑦⑧⑨⑩ の観点 から はネ ッ トワー ク下位層 の プロ トコ

ル としてTCP/IPを 採用 し、①②④⑤ ⑦⑧ の観 点か らは情報交換 プロ トコル として

TCP/IP対 応 をした拡張Z手 順 を採用す る ことに しま した。

システム要件 の③ につ いて は、ダイ ヤル ア ップ接続時 のPAP/CHAPに よ る認証

機i能と、拡張Z手 順(全 銀協 －TCP/IP手 順)の 持つ 自己セ ンタ コー ド/相 手セ ン

タ コー ド/パ ス ワー ドによる認 証機能 、 ファイル アクセ スキー によ る転 送 ファイ

ル に対す るア クセス権 チ ェ ック機能 を使用 す る ことに しま した。
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〈 システ ムの特 徴〉

一企 業間接統 一

発注元 と複 数 の取 り引き先 との企 業間接続 は図1に 示す 構成 で実現 しま した
。

① 基本方針 と して、 シス テムの接続ネ ッ トワー クにはVANを 使用 し
、通 信

プロ トコル には拡張Z手 順 を使用 して いる。

② 発注元 は拡張Z手 順 でVANに 接続 して、 各取 り引き先 に対す る発注 デー

タ/受 け入 れデー タ/検 査結果 データ/検 収デー タな どを発信 送信す る
。

一方、複数 の取 り引き先 は拡張Z手 順でVANに 接続 して、発注元か らの

各種 デー タを発信受 信 によ り取 り出す。

③ 複数 の取 り引 き先 は部 品の納品処理 と して、…拡張Z手 順 でVANに 接続 し

て、納 品デー タな どを発信 送信す る。一方、発注元 は拡張Z手 順でVAN

に接続 して、取 り引 き先か らの各種 データ を発信 受信 によ り取 り出す
。

④ まだTCP/IP環 境 が利用 できな い一部の取 り引き先 に対 して は
、従 来

の全銀協ベー シ ック手順 による接続 がで きるよ うに
、VAN間 接続 によっ

て拡張Z手 順 か ら全銀 協ベー シ ック手順 への変換 をゲー トウェイで行
って

いる。 《

一企業 内接統 一

取 り引き先部 品メーカ のD社 の工場では、図2に 示す構i成によ り、発 注元 との

企業 間接続 と、 自社 の本社/営 業 所 との間の企 業内接続(社 内 システム
、いわゆ

るイ ン トラネ ッ トの形態)を 実現 しま した。

① 工場/本 社/営 業 所 の各 々の内部部 門 とはLAN接 続 によ るシステム を構 築

し、各 々の拠点 間はISDN回 線 で接続 して いる。

② 発注元 との企業 間接続 はG工 場が受 け持 ってお り、拡張Z手1頂 でVAN接 続

して、EDIデ ー タ を送 受信 している。

③G工 場 は発注元か ら受信 した各種 のEDIデ ー タを、汎 用EDIベ ース システ

ム によ り トランス レー ト処 理 を行 うと ともに、拡張Z手 順 による ファイル

転送で社 内の関係 部署(管 理/物 流/事 務/製 造/営 業 部門)に 対す

る指示 デー タを発行 して いる。

一拡張Z手 順 と業務 システム との連携 一

社 内の分散処 理に対 しては、図3に 示す機能構成で、デー タの 自動転送のた め



の 自動化 ツール を用 い る ことによ り、各部門 の締 め処 理 に支 障が 出な いよ うに工

夫 した。

① 汎用EDIベ ース システムが作 成す るEDIデ ー タ(送 信 フ ァイル)は 、

汎用 の 自動運 用 システム の仲介 によって拡張Z手 順 のフ ァイル転送 システ

ム に転送要 求 を出 して送信 され る。

② 拡 張Z手 順 の フ ァイル 転送 システムが受信 したEDIデ ータ(受 信 フ ァイ

ル)は 、 フ ァイル転送 システ ム と自動運用 システ ム との 同期 を取 る ことに

よ って、汎用EDIベ ー スに引 き渡 され る。

一33一
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(拡張Z手 順導入事例)

図2 企 業 内 接 続 構 成/取 引 先(イントラネット構成例)
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一

(付属資料1)拡 張Z手 順 製 品化/仕 様一覧

本資料 は・産業情報化雛 セ ンター ・ユーザ環 麟 で離 している、拡張z手 順の検討会議 に参加 して いる企
業 に限定 して調査 した結果 を一覧表 にまとめたものです。

製品の仕機 にっきましては・変更 している場合 もあ りますので ご臆 下 さい
.ま た、各製品の詳細 につきまし

ては、販売元の企業にお問い合わせ いただ くことをお薦め します
。

(付属資料2拡 張Z手 順製品問い合わせ先一覧を参照 して下さい
。)

これ以外 にも洞 手順の通信パ ッケー濯 品は瀕 多 く販売されてお ります
.導 入の際}こは+分 検討いただ くよ

うお願い します。

なお・対xue種 ●対象osの 欄 につきま して1ま洛 繰 か らの申競 りに表記 してv・るため異なる表現や
、紛 らわしい表現にな

っているところがあ ります。 ご注意下 さい。

本資料で示 している機能は以下の通 りです。

2.応 答側標準:全 銀手順(ベ ー シック手順)が 有する応答側

3.複 数ファイル転送:複 数 ファイル を一括 して送信する機能

L起 動側標準 ・ 全銀手順(ベ ーシック手順)鮪 する翻 側(発 信側)で の麟 的な機能

4.モ ー ド変 更:

5.可 変 長 レ コー ド:

6.不 定 長 フ ァイ ル:

7.最 大 レコ ー ド長:

8.高 速化 拡張:

(着信側)で の標準的な機能

連絡モー ドと紹介モー ドを切 り替えて使用できる機能

可変長 レコー ドを持つファイルを取 り扱う機能

ス トリームデータ形式 のファイル(テ キス トファイル)の ように
、 レコー ドの境界 を

持 たないファイル を取 り扱 う機能

固定長 レコー ドのファイルにおいて扱える、最大 レコー ド長 の値。可変長 レコー ドの

場合は、 この値か ら2byte減 じた値になる。このレコー ド長 にはTrcを 含 まない

純正 の全銀手順(TCPAP)に おいて定められている、高速化対応仕様 の機能

ノ



拡張Z手 順 製品/仕 様一覧(1/5)

一

ー

ト。

1998年3月31日

会社名(50音 順) アルゴテクノス21 アルゴテクノス21 インターコム インターコム NTTデ ータ通信 花 王 インフォネットワーク 花 王 インフォネットワーク 蝶理情報システム

製品名 NTS-100-BANK

(TCP/|P版)

`

NTS-210-BANK

(TCP/IP版)

Biware全 銀TCP

クライアント

Biware全 銀TCP

サー八二

TWIN'ET-DX

サービス

EDIPACK EDIPACK/E 多 目 的データ交換 シス品

DEX-n全 銀TCP手 順

対象機種 PC
`

PC PC98,DOS/V PC98,DOS/V TWIN'ET-DXサ ービ ス WS PC lBMメ インフレーム

対象OS Windows95/NT4.0 Windows95/NT4.0 Windows95/NT4.0 WindowsNT4.0 UNIX WindowsNT MVS

実装機能

1.起 動側標準 ○ 一 O 一 O O O ○
■

2,応 答側標準 一 O △ O ○ ○ ○ O
3.複 数 ファイル転 送 ○ ○ △ 一

O o ○ ○
4.モ ー ド変 更 一 一 △ 一

O O ○ ○
5.可 変 長 レコード 一 一 一 一 O ○ ○ ○
6.不 定 長 ファイル 、O ○ 一 一 O O O ○
7.最 大ぬ 一ド長

(固定長の場合) 32,000byte 32,000byte 2.043byte 2,043byte 32,700byte 4,096byte 10,000byte 16,371byte

8.高 速化拡張 O O ○ O O O O O
備考

.

○:実 装 一:未 実装 △:次 期パーシヨンで対応を検討 中



拡張Z手 順 製品/仕 様一覧(2/5)

－

l

c。

1998年3月31日

会社名(50音 順) 蝶理情報システム 日本旧M 日本電気 日本電気 日本電気 日本電気 日本電気 日 本 電 気 ソフトウェア

製品名 全銀TCP通 信

プログラム

NMSIE/EXサ ービス

TCP/IP全 銀 サボo一ト

T-Link T-Server CCSH/TCP

forACOS-4
CCSI/TCP

forWindowsNT

CCSH/TCP FTAce/TCP

クライアント機 能 専 用 版

対象機種 PC VANサ ービス Express5800PC Express5800,PC ACOS-4 Express5800,PC WS PC

対象OS Windows95/NT
l

N/A Windows95/NT40 WindowsNT4.0 ACOS-4 WndowsNT HP-UXR10.2 Windows95

実装機能

1.起 動側標準

■

○ O O 一 ○ O ○ ○
2,応 答側標準 O

蔓

O 一 O O O ○ 一

3.複 数 ファイル転 送 ○ ○ O ○ O ○ ○ ○
4.モ ー ド変 更 ○ O O ○ O ○ ○ ○
5.可 変 長 レ]一ド O O △ △ ○ ○ ○ ○
6.不 定 長 ファイル O O O O O O O O
7.最 大レコード長

(固 定長の場 合)
32,687byte 32,500byte

2,043byte

(注1)

2,043byte

(注2)
32,754byte 32,754byte 32,754byte 32,754byte

8.高 速化拡張 O ○ O ○ O O O O
備考

起 動 側 機 能 は

H10.3Qの 予 定

ノ

(注1)

32.700byteに 拡 張

予 定

(注2)

32,700byteに 拡 張'

予 定

○:実 装 一:未 実装 △:次 期バージョンで対応を検討中



拡張Z手 順 製品/仕 様一覧(3/5)

一

ー

鼻

1998年3月31日

会社名(50音 順) 日 本 電 気 ソフトウェア 日本ユニシス 日本ユニシス 日本ユニシス 日本ユニシス 日本ユニシス 日 本 ユニシス ・ソフトウェア 日立製作所

製品名 FTAce/TCP

サーバ&クライアント機能版

1

ODEX-H 全銀 プロトコルハソケージ

(JBAア プ リケーション)

JBAフ ァイルトランスファ

(TCP/IP)

EaDl標 準装備 EaDl標 準装 備 JBAフ ァイル転 送

forWindows

VOS3XFIT

対象機種 PC
l

シリーズ2200/1100 A/NXシ リーズ HPシ リーズ SUN,HP PC OADG,DOS/V HITACMシ リーズ

対象OS Windows95 OS2200 MCP/AS HP-UX Solaris,AUX WindowsNT Windows95/NT4.0 VOS3

実装機能

1.起 動側標 準 o
■

o O o O O O O

2.応 答側標 準 ○
`

o O O O O 一 ○
3.複 数 ファイル転 送 ○

■

○ ○ O ○ O 一 O

4.モ ー ド変 更 O
■

o O O O O 一 一

5.可 変 長 レコード O
`

一 ○ ○(注4) O ○ △ ○
6.不 定 長 ファイル ○

■

一 一 O O O 一 △

7.最 大レコード長

(固定長の場合)

、
32.754byte

l

4,995byte 2,043byte

(注3)
32,687byte 32,687byte 32,687byte

2,043byte

(注5)
32,760byte

8.高 速化拡張 ○
■

O ○ ○ O ○ O O

備考
(注3)

9,000byteに 拡 張

予 定

(注4)

受信時のみ
一

EDI運用管理部含む EDI運用管理部含む (注5)

32,687byteに 拡 張

予 定

O:実 装 一:未 実装 △:次 期パーシ、ンで対応を検討中



拡張Z手 順 製品/仕 様一覧(4/5)

一

一

口

会社 名(50音 順) 日立製作所 日立製作所 日立製作所 日立 アプリケーションシステムズ PFU 富士通 富士通 富士通

製品名 TMS-4V/SP/FTF XFIT/S

全銀 協TCP/IP手 順

スマー トバンク APSCO全 銀 協 手順
一 次局TCP/IP版

FBANKfor

Windows95
CORDEX～SV

forWindowsNT

CORDEX

forWindowsNT
OSIVCORDEX

(V12)

対象機種 HITACMシ リース" 3500,3050RX DOS/VIPC98 DOS/V,PC98 FMVシ リース' FMV/GP5000シ リース' FMVシ リーズ GSシ リース'(メインフレーム)

対象OS VOS3 Hl-UX/WE2 Windows95/NT4.0 Windows95/NT4 .0 Windows95/NT WindowsNT Windows95/NT OS】V

実装機能 3

1.起 動側標準 ○ O O O ○ 一
O ○

2.応 答側標準 ○ ○ 一 一 一
○ 一

○
3.複 数 ファイル転 送 ○ O 一 一 一

O ○ ○
4.モ ー ド変 更 ○ ○ 一 一 一

O O ○
5.可 変 長 レコード O O 一 一 一 一 一

O
6.不 定 長 ファイル o ○ 一 一 一 一 一

O
7.最 大 レコード長

(固 定長の場合) 29β00byte 4,096byte 2,043byte 2,043byte 、32,000byte 32,687byte 32,687byte 32,687byte

8.高 速化拡張 ○ O O O O O O ○
備考

嚇一

O:実 装 一:未 実装 △:次 期ガージョンで対応 を検討 中



拡張Z手 順 製品/仕 様一覧(5/5)

－

O

㌦逼戸 前 亘
会社名 富士通 富士通 : ～ :

i'i

製品名 SXOCORDEX/E EDImartdirector
'』 ∀ 〔'

L'

対象機種 SXOシ リーズ(FTマ シン) WS ㌦)
._二

対象OS SXO Solaris/DS90

実装機能

1.起 動側標準 o ○

2、応答側標準 ○ O
■

3.複 数 ファイル転 送 ○ O
●

4.モ ー ド変 更 O O
■

5.可 変 長 レコード ○ ○

6.不 定 長 ファイル ○ O

7.最 大レコード長

(固定長の場合)
32,687byte 32,687byte

8.高 速化拡 張 ○
■

○

備考

」

○:実 装 一:未 実装 △:次 期ハ㌧ジョンで対応を検討 中



N

ー

一

(付属資料2)拡 張z手 順 製品問い合わせ先一覧
平成10年3月 現在

No. 会社名(50音 順) 部 署 名 電話番号

1 株式会社アルゴテクノス21 プロダク ト事業本部 通信プロダク ト部 03-5548-6325

2

・

株式会社インターコム

・....■ ■,'

営業推進部 第5課 03-3842-6426

3

辱

NTTデ ータ通信株式会社

●.◆ ■ ◆ ■●◆ ● ● ・

第二産業システム事業部 第一統括部 第三流通システム

・

045-313-7950

4

・

花王インフォネッ トワーク株式会社

●':''"● 舎…'念 … …'

事業推進 営業グループ(パ ッケージ担当)

.タ

03-5630-7079

5

,・.,

蝶理情報システム株式会社
.・

・..◆.'◆ 吟

システム営業本部
◆ ●

◆

03-5287-7130

6
◆◆ ◆.■ ⑳ ●■ ■ ⑳ ● ●

日本 アイ ・ピー ・エム株式会 社
.■ ●

⑳ ⑳ ・ ・ ● ● ・.∋

ネ ッ トワークサー ビスセ ンター メッセー ジング技術
》 》 ■'◆ ⑳ ■ ■ ■ ■ ◆ ●

044-245-7538

7 日本電気株式会社 (丁－Link/T-Server)第 三 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ トウ ェ ア 事 業 部
.s■,●

042-333-5445
.s◆.● ・.■ ・● ⑳ ・ ・ ●

(CCSll版)汎 用 アプ リケーシ ョン事業部
◆..◆ ⑳ ・.■ ■ 魯 ●s● ◆ ■ 魯● ◆ ■

念
03-3456-7722

◆傷 ■

8

・"● ● 修

日本電気ソフトウェア株式会社
・・・ ….

共通ソフ トウェア事業部
舎..● 、.■ ● ● ■ ■ ● ●●..・ ●..・ ・

03-5569-3209
◆

9 日本ユニシス株式会社
・

ネットワークシステム部 統合技術室
舎 ・ ・■ ・.

・

03-5546-5761

iδ
・ ・.

日本ユニ シス ・ソフ トウェア株 式会社
・.・.●,■ ■ ■ ● ● ●●■●■ ⑨

….,・ ◆ ●

ネ ッ トワークシステム4部 ネ ッ トワーク ビジネスグルー プ
s・ ・......"・.・ ・.◆".句 ■■■ ■.■s● ● 扇合 σ■● ■ ■ ●● ・..・.●

0422-37-0334
.,今 ■.舎 ■ ■ ■

]1 株式会社日立製作所 (PC版)情 報システム事業部 金融第四システム部
.楡 ・ 書s.・ ● ■ ● ・

052-954-8223
A◆ ■・ 、 ●

(サーバ/ホスト版)ソ フ トウェア開発本部 第－DC設 計部
.■

045-866-8141
.

12

..■.■ ◆ ■ ■ ■,s

日立アプリケーションシステムズ株式会社
今 傷 ●'今 ◆ ◆ ◆

...● ●■■ ■.舎 舎 ・

第二開発部
.

rw--..◆ ・

03-3763-9700

13

・.

株式会社PFU
・ ・'

魯.・ ・ ⑳ ●.■ ■ ・
.◆

NCS事 業部 第一開発部
.・ ◆.● ■

.●.・ ◆

076-283-8506

1元

・ ● ●●⑳

富士通株式会社

◆.・..◆ ◆ ● ■ ■

ソ升ウェア事業本部ECプ ロジェ外開発推進統括部 第二開発部

・舎 ・.■s●

045-473-3700

※ 個別の製品 に関すること以外のお問 い合わせ につきま しては、

産業情報 化推進 センタ ー ・ユ ーザー環境課(TEL:03-3432-9386)迄 、お願 い致 します。



(付 属 資料3)グ ロ ー バ ルIPア ドレス の 取 得 方 法 につ い て

IPア ドレス の割 当 申請 の概 要 に つ い て説 明 し ます
。

IPア ドレス の割 当 の 管 理 に つ い て は 、 日本 で は社 団 法 人 日本 ネ ッ トワー クイ ン フ ォ メ ー

シ ョ ン セ ン タ ー(JPNIC)が 行 って い ま す 。 割 当 申 請 に 関 す る正 式 な 内 容 に つ い て は

「http://www・nic・ad・jp/regist_search/ipaddress.html」 を参 照 して くだ さ い。

申請 の方 法 には、JPNICに 直接 申請す る 「非CIDRア ドレス の割 当 申請 」 と、接続 して

い るプ ロバ イ ダー に割 当 申請 を して も らう 「業 務委任会員 によ る割 当 申請」
、 「業務 委

任会 員 または予約会員が 仲介 した割 当 申請 」 の3種 類が あ り、料金 はそれぞれ次 の様 に

な ります。

(1)非CIDRア ドレスの割 当申請1件 の 申請 につき2万 円

原則 として請求 書および領収 書 は発行 しませ ん。

(注)CIDR(ClasslessInter-DomainRouting)ノ:

イ ンターネ ッ トの規模拡張 性 を維持 しなが ら効率 の良いル ーテ ィ ングを行 うた

めに導入 された ア ドレス割 当方式 と経路 制御 の方式です。

JPNICか ら委任 を受 けて い る会員 ネ ッ トワーク(以 下 「業務委任 会員 」
,)に

接続 される組織 か らの 申請 に対 す るCIDRア ドレスの割 当業務 はそ の会員 ネ ッ ト

ワー クに委任 されてい ます。

(2)業務 委任会員 による割 当 申請 割 当1件 につ き5千 円

ただ し、"IPア ドレス登録 フォー ム(renumber用)"に よる割 当 申請 によって割 り

当て られ るア ドレス空 間の大 きさが返 却 され るア ドレス空間 と等 しいか小 さい

場合 は手数料 を徴収 しませ ん。

JPNICは2ヶ 月 に一度、会員Jl吉報 に登録 された経理担 当者宛 に請求書 を発行 し

ます。

(3)業務委任会員 または予約会員が仲介 した割 当申請

原則 として請求書および領収書は発行 しません。

1件 の 申請 につ き2万 円

現在IPア ドレス の割 り当て は、イ ンター ネ ッ トとの 接続 に依 存 した割 当が行 なわれ

てお ります。 これ をCIDRと 呼んで いま す。新規 にIPア ドレス を申請す る場合 にはCIDR

方式 によるIPア ドレス を取得する ことを推奨 します 。

CIDR方 式 によ るIPア ドレス は、接続 先のイ ンターネ ッ トサー ビス プ ロバイ ダによ っ

て異な るIPア ドレス(番 号)が 割 り当て られる ことにな ります。

従 い ま して 、 ご利用 になるIPア ドレスに関 しま して は、まず接続 を行 な うイ ンター

ネ ッ トサ ー ビス プロバイダ に、相談 す る ことをお薦 め します。

3-1



以下 に参考 と して 「非CIDRア ドレス の害i」当 申請」 に関 す るJPNIC公 開文書 を転 轍 し

ます 。

JPNIC公 開 文 書 著 作 権 表 示(CopyrightnoticeofJPNIC
opendocuments)

この文書 はJPNIC公 開文書で あ り、著 作権 は社 団法 人 日本 ネ ッ トワー ク

イ ンフ ォメー シ ョンセ ンター(JPNIC)が 保持 して います
。JPNIC公 開文

書 は誰で も送付手 数料 のみ の負担でJPNICか ら入 手で きます
。 また 、 こ

の著作 鞍 示 を入れ るか ぎ り・誰 で も舳 に転載 饅 製 再配布 を行

な って構 いませ ん。

〒101-0052東 京都 千代 田区神 田小川町1-2風 雲堂 ビル3F

社 団法 人 日本 ネ ッ トワー クイ ン フォメー ションセ ンター

非CIDRア ドレス の 申請 につ いて

非CIDRア ドレスの 輪 は・rIPア ドレス割 当 申請書式」 の提 出 によ
って行われ ます.非CID

Rア ドレスの割 り当て 申請 をす る場合
、 申請は電子 メイルか郵 送}こよ り提 出 して

下 さい渇 話 ・FAXに よ る受 け付 け}ま行 って いません
.(可 能 な 限 鳴 子 メイル で 輔

して下 さい。)

申請窓 口:

[電子 メイル]apply@ip.nic.ad.jp

[郵送]

郵送 の場合は封筒 の表 にrIPア ドレス割 当 申請書在 中」 と朱書 き し
、返送先 を記

入 した返信用 封筒(切 手貼 付)を 樋 同封の上 、以下 の住所 へ郵 便で送 付 して 下 さ
い。 なお 、返信 用封筒 は通知書送付 のた め に使用 され ます

。

〒101-0052東 京都千代 田区神 田小川町1-2風 雲堂 ビル3F

社 団法 人 日本 ネ ッ トワー クイ ンフォメー シ ョンセンター

申藷 を塑 とると・申藷 翻 を発行 し申請者宛に通知 します
.こ の申請書番号 の

通知 は・ 申請 書を受 け取 った ことを意味す る もので あり
、 申請受 理 を意 味す る もので}ま

あ りませ ん・ 申請 に関 して問 い合わせ をする際}ま
、必ず この 申請書翻 をS。bjec,,}こ記

入 して下 さい。
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申請処理の流れ

(0)申 請書到 着後、電子 メイル化 。(郵 送 申請 の場合 のみ)

(1)電 子 メイ ル によ る 申請書受 け付 け。

受け付 け完 了後 、 申請者へ 申請書番 号 を通知 します 。

(2)申 請書式 の確 認。

不備が あった場合 、 申請 を無効 と し、そ の旨 を申請者 に通知 します。

修正後 、再 申請 して下 さい。不備 がな い場合 、(3)以 降へ。

(3)申 請書 の受 理、 申請書 の記録/保 存 。

(4)審 議。

APNICへ の申請が妥 当 と判断 され た場合、(5)以 降へ。

APNICへ の 申請が妥当 と判断され なか った場合 、その 旨を 申請者 に通知 します。

(5)APNICへ 申請書 を転送 し、そ の旨を 申請者へ 通知 します。

(6)APNICか ら割 り当てが受 け られた場合 、 申請者 へ割 り当て通知 を送 り1ますb

APNICか ら割 り当てが受 け られなか った場合 、 申請者へそ の旨 を通 知 します 。

申請 に関して虚 偽 の記 述 も しくは虚 偽 の 申請が発覚 した場合 、JPNICは 申請 中の もの

は 申請 を無効 と し、割 り当て 済みのIPア ドレス に関 して はそ の割 り当て を即 取 げ消す こ

とがで きます。

質問 、問合 わせ

IPア ドレスの割 当 て、管理 に関す る質問 ・問合わ せ は、以下 の方法 で行 うことがで き

ます。

電 子 メ ー ル:query@ip.nic.ad.jp

郵送:

FAX:

〒101-0052東 京 都 千代 田 区 神 田 小 川 町1-2風 雲 堂 ビル3F

社 団 法 人 日本 ネ ッ トワー クイ ン フ ォ メー シ ョンセ ンタ ー

IPア ドレス/AS番 号割 当検 討 部 会

03-5297-2312

JPNICに 対す る質 問、問 い合 わせの際 には、受付 番号が発行 され ます ので 、そ

れ以降のJPNICと のや りと りには全て この受付番 号 を記入 した うえで行 って く

だ さい。(電子 メイル による場合 は、Subject:欄 に受付番号 を記入 して くだ さ

い)。 また、FAXの 場合 は、1ペ ー ジ 目に、JPNICのIPア ドレス割 当グルー プ

宛で あることを明記 して くだ さい。
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IPア ドレス割 当 申請書 記入例

#lPapplication-mem-19961001#

[申請年 月 日]

組 織 情 報:

[組 織 名]

[Organization]

[郵 便 番 号]

[住 所]

[Address]

[組 織 種 別]

[OrganizationType]

運 用 責 任 者 情 報:

[個 人 ハ ン ドル]

[氏 名]

[Last,First]

[電 子 メイ ル]

[組 織 名]

[Organization]

[郵 便 番 号]

[住 所]

[Address]

[部 署]

[Division]

[肩 書]

[Title]

[電 話 番 号]

[FAX番 号]

[通 知 ア ドレ ス]

技 術 連 絡 担 当者 情 報:

[個 人ハ ン ドル]

[氏 名]

[Last,First]

97/01/Ol

ABC大 学

ABCUniversity

123

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台2-9-18

Kanda-Surugadai2-9-18,Chiyoda-ku,

Tokyo101,Japan

国 立 大 学

NationalUniversity

山 田 一 郎

Yamda,Ichiro

ABC大 学

ABCUniversity

123

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台2-9-18

Kanda-Surugadai2-9-18,Chiyoda-ku,

TokyolOl,Japan

計 算 機 セ ン タ ー

CompuerCenter

セ ン タ ー 長

Director

O3-1234-llll

O3-1234-2222

山 田 二 郎

Yamda,Jiro
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[電 子 メ イ ル]

[組 織 名]

[Qrganization]

[郵 便 番 号]

[住 所]

[Address]

[部 署]

[Division]

[肩 書]

[Title]

[電 話 番 号]

[FAX番 号]

[通 知 ア ドレス]

ABC大 学

ABCUniversity

l23

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台2-9-18

Kanda-Surugadai2-9-18,Chiyoda-ku ,

TokyolOl,Japan

計 算 機 セ ン タ ー

CompuerCenter

技 術 員

TechnicalStaff

O3-1234-lll1

03-1234-2222

経 理 担 当者 情 報:

[個 人 ハ ン ドル]

[氏 名]

[Last,First]

[電 子 メイ ル]

[組 織 名]

[Organization]

[郵 便 番 号]

[住 所]

[Address]

[部 署]

[Division]

[肩 書]

[Title]

[電 話 番 号]

[FAX番 号]

[通 知 ア ドレス]

山 田 三 郎

Yamda,Saburo

ABC大 学

ABCUniversity

123

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台2-9-18

Kanda-Surugadai2-9-18,Chiyoda-ku,

TokyolO1,Japan

会 計 課

FinancialAffairsDivision

会 計 課 長

Chief

O3-1234-3333

03-1234-4444

申請仲介者情 報:

[個人ハ ン ドル]

[氏名]

[電子 メイル]

萬 水 太 郎

taro@xyz-net.ad.jp
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手数料情報:

[振込年 月 日]

[振込人名義(漢 字)]

[振込人名義(カ ナ)]

[振込元(漢 字)]

[振込元(カ ナ)]

[振込先]

96/09/20

ABC大 学 会 計課

工ー ビー シーダイガ ク カイケイ カ

神田銀行 お茶 の水支 店

カ ンダギ ンコウ オチ ャ ノミズ シテ ン

東京三 菱銀行 お茶 の水支店 普 通0275285

日本 ネ ッ トワー クイ ンフォメー シ ョンセ ンター

ア ドレス 割 当情 報:

[ネ ッ トワー ク 名]

[返 却 ア ドレス]

[ホ ス ト数]

[接 続 性]

[接 続JPNIC会 員 略 称]

[network-plan]

[network-plan]

既 割 当 ア ド レ ス 情 報:

[IPネ ッ ト ワ ー ク ア ド レ ス]

[接 続 性]

[接 続JPNIC会 員 略 称]

[network-now]

[network-now]

ABC-NET

40/70/80

2

XYZ

lO.0.0.0255.255.255.19240/40/40

ComputerCenter

lO.0.0.64255.255.255.1920/30/40Library

Explanationwhyyoucannotobtainaddressesfromyourserviceprovider:

AdditionalComments:

備考:
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(付属 資料4)拡 張Z手 順イ ンス トール時 にお ける具体 的設定 の例

ここで は、PC(Windows95)に 拡張Z手 順 プ ロ グラム を イ ンス トール し、 相手先 と通

信 す るた めに必要 な設定 を示 します。 こ こで紹介 す る拡張Z手 順 プ ログラ ムは一例で あ

り、製 品 によって は設 定の方法 が異 な ります。以 下 に示す接続 条件 の場合 を中心 に説 明

します 。

・セ ンター と端 末 との接続形態 で端 末 に位置す る

・ ダイ ヤル ア ップ接続 とす る

・IPア ドレスはセ ンターよ り指 定 され る動的割 り当て とす る

・PAPを 利用 しユーザ 認証 を行 う

(1)TCP/IP接 続 に 関 わ る設 定

OTCP/IPの 設 定

コ ン トロー ル パ ネ ル の 「ネ ッ トワー ク」 で 設 定 します 。

相 手先にLAN経 由で接続す る場合 にはrTCP/IP・(LANボ ー ドの種類)」 の設定

が必要 にな ります 。

相 手先にダイヤルア ップ接続 す る場合 には 「TCP/IP*ダ イ ヤル アップアダ プタ」'

の設定 を行 い ます 。

ネ・卜7・一)の設 定1ユ ー・V"-ttecmlアリセス権 の 管到

現 在 の ネットワーり構 成(恩):

墜 既 存 のNdis2ド ライバV.

5-NetBEUI-〉 ダイヤルアッフ◆アタ"フ◆タ
`仁N

etBEUI-〉 既 存 のNdis2ド ライバ"

ξ[CP/iP-〉

Microsoftネ ットワーりウライアント

万 イルとフツンタの 共 有(E)

』

」
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OPPP接 続 の設定

マイ コン ビュー タの 「ダイ ヤル ア ップネ ッ トワー ク」で設 定 します
。

ここでは、相手先の 「電話番号」や使用す る 「モデム の種類」な どを定義 します
。

また 、必要 に応 じて相 手先(VAN事 業者 な どの場合)に 指 定 された 「ユーザ名」

や 「パ ス ワー ド」な ど も定義 します。

F床張Zl手 順 …"・1;・

情報1

一
コ

咽

?x
田」ロ ■■端 厳`、事E

サーノWの 種類⑤ 、
一.

G譲 灘 ㎜ 嚥 一 ・皿 一一.一'一 酬 ヨ

1

…

……

…

…

詳細オプション

ρ ネットワーリへ伽 ゲオン(L)

ρ ソフトウ・ア圧縮をする◎

(〔挺 化蜘 一蹴 う⑤

PPP接 続 の選択

使 用 できるネットワーリフ泊 トコ ー

■喝..

ρNetBEUI(N) 一

σIPがSP× 互換Φ
'ρ

・C・/・PΦTC・/・P§ 婬 ㊤1
)

PAPの 選択

[三=コ キ・ンセル
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・ 顎Cが 割り当てだ]戸'アド帯ヌ◎i

,.e{P)

,:・ ア}i
U
.

百

'

Gサ ーバ"一が 割 り当て たネーム サーバ"一アドレス(旦)

Cネ ーム サーバ"・一アドレスを指 定(並)

t
・日

・ 1
　.ソ

・、"
^

r

層.
(Il

s －U
ガ

^▲_.吟{..　 -w-一.一 ー－P-一'de-一"'」

臣IPヘ ツタ"一一圧 縮 を使 用 ◎

臣 リモートネットワーりでデフォルトの ケ〉一ートウェイを使 用(g)

コ キャンセル

IPア ドレス の

動的割 り当てを選択

:

畿 拡張Z手順
1

?X

,,「:ソ∵ 、ご1':二:ご,㌘'∵

}ザ 麺(ピ
ノ、◆スワード⑨ ・

一『＼'

'.、P',` 寸瓢

Aし 〆PひA

ZZZZZ『Lノ ー・
-一

!1 亡 ・'}・..

、

祭認御 隠 芸ID

ぐ=、 存⑤
9-,AA-,層,,r,層 」r

㌍'

認証のパスワー ド

電話番号廻):

発信元⑤: タXヤルの加 、写似1

、

10312345678

1標準 」
∨

キ・ンセル11 接続1
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○ モ デム また はTAの 設定

コ ン トロー ルパネル の 「モデム」で設定 します。

ここで は、接続 されて いるモデム の種類 を定義 します。 プ ラグア ン ドプ レイ対応

のPCを 使 用 して いる場合 には、ハー ドウェ アウィザー ドによ り自動検 出す る こ

とがで き ます 。 また、モデム の機種 によ ってはモデム 自体 に設定す るケース の場

合 もあ ります ので、そのモデム の取 扱説 明書 を参照 して下 さ い。

情報 惨刑
AA

撒 標 準28800bpsモ デム

ホ㌔ ト(2):

・ ㌫ ジ,

声 言ホ㌔ト(C・MD ヨ

織 已
1`

一最高速度(⑩

吟w

…

138400 」

[=三 コ キ・ンセル

8

情報 接続1

…接 続 の 形 式

,デLタ ビットQ):

i

　 ●

18 」
ハツティ⑫:

ストップ ビット⑤:

1なし 」

11 」

… 接 続 オプ ション

「i'汽i

「 エ1・}

1

;二'顯 ～

、親 芋'、̀

へ

.「;'

『 ＼ ・'

ソ'り
〉{

「 秒

「 分

ホ㌔トの設定◎. {

…A

匡…詳細縦 ぽ 当

⊥ 」 キ・ンセル
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(2)'拡 張Z手 順対応 通信 プ ログラムの設定

設 定す る'1'青報 と して は 、① 自局の情報(セ ンター情報)、 ② 接続 先 の情報(ア クセ ス

ポイ ン ト情報)、 ③ 相 手局の情報(ス テー シ ョン情報)、 ④ 送受信 す る ファイル の情 報

(送信 ファイル情報 、受 信 フ ァイル情報)が あ り、各 々の関係 は下 図 のよ うな ツ リー構

造 とな ります 。

自局の情 報(1個)

L撒 の情報(複数個)

L相 手醜 報(複数個)

…L
送受信ファイ噸 報(複数個)

① 自局 の情報(セ ンター 情報)

自局(当 方セ ンター)に 関わ る情 報 を定義 します 。

② 接続先 の情報(ア クセ スポイ ン ト情 報)

接続先 に関わる情報 を定 義 します 。ダイヤル ア ップ接続 をす る場合 には、そ の

関連情報 を設定 します 。

③ 相 手局の情報(ス テー シ ョン情報)

相 手局(相 手セ ンター)に 関わ る情 報 を定義 します 。1つ の接続先 の もとで 、

ファイル転送 を行 う相 手局の数だけ設定 します。接続 先=相 手局(相 手セ ンター)

とな る場合 は、 ステー ション情報 は1件 のみ とな ります が 、接続先 に複 数 の企

業が ある場合、 も しくは複数の部 門 と接続 す る場合 には、ステー シ ョン情報 は

複数件設定す る ことにな ります。

④ 送受信す るファイル の情報(送 信 ファイル情報 、受信 フ ァイル情報)

送受信 ファイル に関わ る情報 を定 義 します。1つ の相 手先の もとで、 フ ァイル

転送 を行 うフ ァイル の数だ け設定 します。設定 は送信 フ ァイル ・受信 フ ァイル

ごとに行 います。
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ヤ

ゑ

各情 報 に対す る具体的 な設定内容 を・画面サ ンプル を もとに示 す と以下 のよ うにな り『∵

ます。 ぼ 一・
-':
窯 旙 ピi::)已

粥 ρ 、自局の情報(セ ンター情報)

.翻蔭糠

ファイル(E)

㍉鰯

表示(星)ヘ ルプ 迎

㊥
言 フ

　　　 ラ

ご 合蟹 鶏
(株)Cビ ジネス

一 田畠詳信通

当方 セン十 確 認 コード(⊆)=

035287713000011

[OK]ご 」_藍 」_肥 」 _叉 」

,定 義情報 の一覧 を表示 します。 {センター鰍

[セ ンターID]

自局 を表す 名称 を入 力 します。

[当方セ ンター確認 コー ド]

全銀 協標 準通信 プ ロ トコル ーTCP/IP手 順の通信で使用す る 当方セ ンター確 認 コー

ド(半 角14桁)を 入 力 します 。
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② 接続先の情報(ア クセスポイ ン ト情報)

ファイル(E)表f〒 …(ど)ヘ ルフ◆(旦)

㊥ ・∴ ・∴ ∵,
.い 二'一

ダイヤルアツフ.(⊆D

ρ 使 用 す る

幽
園笥

鑑謙
一

嚇

通 信 詳 細 ・;ili,:1,w

溺 惑鵠 .

」]キ ・ンセル_凶 」 楚 ⊥ 二蘂`禦 幽 ㌻

i定義 情報の一覧を表示します。 1アク騨 濠 ㌧

[ア クセ スポイ ソ トID]

通信 を行 う接続先 の名称 を入 力します 。

[ダイ ヤルア ップ]

通 信時にダイヤルア ップ接続 を行 う場 合には 、チェ ックボ ックズ をオ ンに します。

[ダイ ヤル ア ップ接続名]

ダイヤル ア ップ接続 を行 う場 合、windowsの ダイヤル ア ップネ ッ トワー クで 設定

した接続名 を入 力 します。rい バ ノ玲 二1

[ユ ーザ名]一 ㍉ 司1い'

ダイヤルア ップ接続 の認証で使用す るユーザ名 です 。ユーザ名 を使用 しな い場合

は入 力不要 です。 ζi民'ぷ パ

[パ ス ワー ド]…:・ ヤ1:い ・

ダイヤルア ップ接続 の認証で使用す るパス ワー ドです。パ ス ワー ドを使用 しない

場合 は入 力不要です。
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　報情ンヨシーテス(報情の局手相③

㍗詑

峻 圏割
自分(株)
A商 事(株)

一'ぶB工 業(株)

(株)Cビジネス

ー一
芦当方情報

センタざ　　 く　 ニー
当 方 センタ・一確 認 コード(T):

'03528771300001

.定義情報の 一覧を表…

・・相 手先情報

ホスト名 ま た はIPア ドレス(U)=

1722412246

サービス名またはホ'叫番号 ⑫:一
相 手 センター確 認 コード(Ω):

07272967190001

・ハ◆スワード

「 一 一 一 一 詳

通繍Ll 動作情報

[OK]一 型 」 _竺 」 」 竺 」 一ユ 」

[ア クセ スポイ ソ トID]

この相手局 が所属す るア クセスポイ ソ トID(接 続先名称)で す。

[ステー シ ョンID]

相 手局 を表す名称 を入 力 します 。

[ホス ト名 また はIPア ドレス]

相手 局のホス ト名 、また は、IPア ドレス を入力 します。

[サー ビス名 またはポー ト番 号]

相 手局の フ ァイル転送セ ッション開設用ポー ト番号、 また は、サー ビス名 称 を入

力 します。

規定値 は、全銀協指定 の`5020'。 サ ー ビス名 を指定す る ときは、Windows

シス テム ファイル`SERVICES'に 設定 され た ものを利用 します。
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[相 手セ ンター確認 コー ド]

全銀協標準 通信 プ ロ トコル ーTCP/IP手 川頁の通信 で使 用す る相 手セ ンター確 認 コー

ド(半 角14桁)を 入 力 します。 この値 は、相手 と事前 に確 認 してお く必要が あ

ります。

[当方情 報]

自局の情報で設定 した内容が表示 され ます。 相手先 によ り、 この内容 を変 更す る

ことは可能です。 この値は 、相 手 と事前 に確 認 してお く必要が あ ります 。

[パ ス ワー ド]

全銀 協標準通信 プ ロ トコル ーTCP/IP手 順 の通信 で使 用す る通信パ ス ワー ドです。

(半角1～6桁)を 入力 します。 この値 は、相手 と事前 に確 認 してお く必 要が あ

ります。

.}ご 、§ 轟..
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可

④送受信するファイルの情報(送 信 ファイル情報定義例)

ファイル(E)表 示(y)ヘ ルプ◆(旦)

鋼
自分(株)

-A商 事(株)

-A商 事センター

発i主'1畜肇臥
+B工 業(株)

(株)Cビ ジネス

i定義情報の一覧を表示します。

『

「± ← 一 ーー 一一ー
トぐ べい

ロ い一
フ?イル`「畜幸6.

ファイiレ名(N)

声 一 戸一斤
ρ サイウル番号を使用する ◎

レコート叶舌幸吊 ・

ファイル形 式

β テキストΦ

e/Y'イ ナリ(旦)

レコード形式

e固 定 長po

{《 可変長 吐)

レコード長(L)一
ファイルアリセスキーq≦)

一 ≡羊

r掌 ∴Sle (「'・,:;,・

弐
一一"オ

・w・ 一ト辮Llそ のf世繍 …1

巨 コ ニ堕 」_亙 」 」 竺 」 」 二」

[ア クセスポイ ソ トID]

この ファイル が所 属す るアクセ スポイ ソ トID(接 続 先)で す 。

[ステー シ ョンID]

このフ ァイルが所属 す るステー シ ョンID(相 手局名称)で す。

[フ ァイルn)]

転送す るフ ァイル を表す 名称 を入力 します。

[フ ァイル名]

全銀協標準通信 プ ロ トコル ーTCP/IP手 順 の通信 で使 用す る ファイル名

(半角1～16桁)を 入 力 します。 この値 は、相 手 と事前 に確 認 してお く必要 が

あ ります。

[サ イ クル番 号 を使 用す る]

サ イクル番 号 を使用す る場合 には、チ ェックボ ックス をオ ンに します。 オ ンにす

る と、9桁 目、10桁 目が 自動 的にサイクル番 号と してカ ウン トア ップされ ます 。

[フ ァイル形式]

転 送す る ファイル のデ ー タ形式 を指定 します 。

[レ コー ド形式]

転送す る レコー ドの形式 を指定 します 。
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[レ コー ド長]

レコー ド形式が固定 長の場合 、転送 す るフ ァイル の レコー ド長 を入 力 します。

設定 で きる値 は、1～32687(バ イ ト)で す。

[フ ァイル ア クセ スキー]

全銀協 標準通信 プ ロ トコル ーTCP/IP手 川頁の通信で使用す る フ ァイル アクセスキー

(半角1～6桁)を 入 力 します 。 この値 は、相手 と事前 に確 認 してお く必要 が あ

ります 。

[ス ケ ジ ュール設定]

ス ケジ ュール機能 による 自動運用 を行 う場合には、各項 目を設定 します。 ここで

選択 した機能 は、別途設定 画面 にて詳細 を指定 します 。
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(付属資料5)相 互運用 性確認試 験 について

1.試 験 シス テ ム の 構 成

相互運用性確認試験 にお いて は、今回 のよ うに基準 とす るべ き システムが存在 しな い

場 合、全製品 同士 の1対1の 接続 試験 を実 施 しな ければな りません。 ただ し、 この方 法

で は試験す るべ き組 合せ の数が多 くな り、実施が大変困難 です。

このため今回 は特別 に、仮 に1つ の製品 を選択 し、そ の製 品 に対 して残 りの製品 との

1対nの 接続試験 を実施 して 問題 が発生 しな ければ、試験が完 了 した と見 なす ことに し

ます。ただ し、選択 した製 品側 に問題 が発 生 した場合は、選択す る製 品 を変更 して再 度

試 験 を実施す る ことに します 。

・試験サー ビス シス テム

1対n接 続 にお け る、1に 相 当す るシステム を試験 サー ビス システム とします。

試験サー ビス システム は、標準機能(起 動側 と応答 側)お よび任意実装機能 の両

方が フル実装 され た システム とします。

・被試験 システム ・

1対n接 続 にお けるnに 相 当す る個 々のシス テムを被 試験 システム と します。

被試験 システム は、起 動側 の標準機能 のみ実装必須で 、他 の機能 の実装 は、 開発

メーカーの裁量で決 定 され ます。

2.試 験 項 目

(1)起 動側機 能(全 被 試験 システム必須試験項 目)

・起 動は、被試験 システ ムが行 う。論理ACKは 毎回。

・被試験 システム の照会 モー ドの単一 ファイルの転送

・試験サ ー ビス システ ムへ の連絡 モー ドの単 一 ファイル転送

(2)応 答側機 能(起 動専 門の被 試験 システムは、実施 不要)

・起動 は、試験サー ビスシステムが行 う。論 理ACKは 毎回。

・被試験 システムへ の連絡 モー ドの単一 ファイル転 送

(3)複 数 フ ァイル転送 また はモー ド変更(希 望す る場合 のみ)

・起動 は、被試験 システムが行 う。論 理ACKは 毎 回。

・被試験 システム の照 会モー ドの複数 フ ァイル転送(ま たはモー ド変更)

・試験サ ー ビス システムへ の連絡 モー ドの複数 ファイル転送(ま たはモー ド変 更)

・試験サ ー ビス シス テムの照会モー ドの複数 ファイル転送(ま た はモー ド変更)

・被 試験 システムへ の連絡モー ドの複数 フ ァイル転送(ま たはモー ド変更)
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(4)拡 張機能 の試験(希 望す る場合 のみ)

・起 動 は、被試験 システ ムが行 う。論理ACKは16回 に1回 。

・試験 サー ビスシステムへ の連絡 モー ドの単 一 ファイル転 送

・被試 験 システム の照 会モー ドの単 一 フ ァイル の転送

3.試 験 デ ー タ

本試験 に使用 した データは、次 の通 りです。

(1)テ ス トデ ー タZ(200バ イ ト×10レ コー ド)

200バ イ ト固 定 長 レコ ー ド全 銀 振 込依 頼 デ ー タ

(2)テ ス トデ ー タR(2043バ イ ト×100レ コ ー ド)

2048バ イ ト固 定 長 レ コー ド文 字 列 デ ー タ(シ フ トJIS)

(3)テ ス トデ ー タCIIF(251バ イ ト×10レ コー ド)

251バ イ ト固 定 長 レコ ー ドCIIメ ッセ ー ジ グル ー プ

(4)テ ス トデ ー タCIIV(Xバ イ ト×5レ コー ド)

MAX2048バ イ ト可 変 長 レ コー ドCIIメ ッセ ー ジ グ ル ー プ

(5)テ ス トデ ー タLF(32001バ イ ト×10レ コ ー ド)

32001バ イ ト固 定 長 レ コー ド文 字 列 デ ー タ(シ フ トJIS)

(6)テ ス トデ ー タLV(Xバ イ ト×100レ コー ド:1Mバ イ ト以 内)

MAX32001バ イ ト可 変 長 レコー ド文 字 列 デ ー タ(シ フ トJIS)

4.試 験 の種 類

ぐ

本 試験で は、試験項 目を満た して い る こと を検証す るため に、 第 一段階か ら第 五段 階

の5種 類の試験行程を設 けて実施 しました。各行程の試験内容を以下に示 します。

4.1第 一 段 階

被 試験 システムは、第 一段 階試験 を実施 し、試験サー ビスシス テ ム との確 実な接続 が

で きる ことを確 認 し、試験サ ー ビス システムか らテス トデー タ を入手 します 。

テ ス トデー タの入手 は、被試験 シス テムの 起 動 による、照会 モ ー ドの単 一 ファイル の

転送(論 理ACK毎 回)で 行 います。 これ によ って試験 データが入 手で きた 場合、 「2 .
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試験 項 目」の 内、 一 『起 動側機能(金 被試 験 システム必須試験項 目)、 被試験 システ ム

の照会 モー ドの単一 フ ァイル の転 送(論 理ACK毎 回)』 の試験 を完 了 した と見な します。

・テス トデー タZの 照会転送(接 続確 認用)

・テス トデー タRの 照会転送(必 須:接 続 可能確 認後 に実行す る)

・テス トデー タCIIFの 照会転送(必 須:接 続可能確 認後 に実行す る)

・テス トデー タCIrvの 照会転送(可 変長 のサポー トが 無い時 は省略)

・テス トデー タLFの 照会転送(2kバ イ ト以上 のサ ポー トが無 い時 は省 略)

・テス トデー タLVの 照会転送(可 変長、2kバ イ ト以 上のサ ポー トが有 る時 のみ

実施)

4.2第 二 段 階(N1ま た はM1ど ち らか 一 方 必須)

(1)N1試 験(被 試験 システ ム起 動 ・単一 フ ァイル ・論理ACK毎 回)

M1試 験 を実施 す る場合 は、 この試験 は実施 しませ ん。

A.第1フ ェーズ(連 絡転送)

① 連絡転 送開始 の連絡(電 話 によ る連絡確認)

② テ ス トデータZの 連絡転送

③ テ ス トデータRの 連絡転 送

④ テ ス トデータCIIFの 連絡 転送

⑤ テ ス トデータCIrvの 連絡 転送(可 変長 のサポー トが 無 い時 は省略)

⑥ テ ス トデータLFの 連絡転 送(2kバ イ ト以上 のサ ポー トが 無 い時 は省 略)

⑦ テ ス トデータLVの 連絡転 送(可 変長 と2kバ イ ト以 上 のサ ポー トが有 る時

のみ実施)

B.第2フ ェーズ(試 験終 了)

① 試験 完 了の確認(電 話 によ る連絡確 認)

② 転 送完 了をもって試験完 了とす る(被 試験 システム での フ ァイル確 認 は し

ない)

(2)M1試 験(被 試験 システム起 動'■単一 ファイル ・論理ACK毎 回 ・モー ド変更)

この試験 を実施す る場合 は、N1試 験は省略 します。

A.第1フ ェーズ(モ ー ド変更:連 絡 転送 一紹介転 送)

① 紹介転送開始 の連絡(電 話 による連絡確 認)

② テス トデー タZの 連絡転 送 →必須

②'テ ス トデー タCIIFの 照会 転送 →必須
一ーー 一一切 断

,接 続 一一ーー一
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③ テ ス トデ ー タRの 連 絡 転 送

③'テ ス トデ ー タZの 照 会 転 送

一 ー ー ー 一切 断 ,接 続 一 一 ー ー 一

④ テ ス トデ ー タCIIFの 連 絡 転 送

④'テ ス トデ ー タRの 照 会 転 送

一 一 ー ー 一切 断
,接 続 一 ー ー ー 一

⑤ テ ス トデ ー タCIrvの 連 絡 転 送

⑤'テ ス トデ ー タCIIFの 照 会 転 送

一 一 ー 一 一切 断
,接 続 一 一 ー ー 一

⑥ テ ス トデ ー タLFの 連 絡 転 送

⑥'テ ス トデ ー タCIIFの 照 会 転 送

一ー ー ー 一切 断
,接 続 一 一 ー ー 一

⑦ テ ス トデ ー タLVの 連 絡 転 送

⑦'テ ス トデ ー タCIIvの 照 会 転 送

→必須

→ 必須

→ 必須

→ 必須

→可変長のサポー トが無い時は省略

→可変長のサポー トが無い時 は省略

→2kバ イ ト以 上のサ ポー トが無 い

時は省略

→2kバ イ ト以 上のサポー トが無 い

時は省略

→ 可変 長 と2kバ イ ト以 上のサ ポー ト

が有る時 のみ実 施

→ 可変 長 と2kバ イ ト以上 のサ ポー ト

が有る時 のみ実 施

(注)切 断,接 続 とは、電 話線 の切 断,接 続で はない。

B,第2フ ェー ズ(試 験終 了)

① 試験完 了の確 認(電 話 によ る連絡確 認)

② 被試験 システムで の ファイル確認

テス トデ ータZ、Rの み必須 とし、その他 の ファイル について は、任 意で あ

る

4.3第 三 段 階 －N2試 験(試 験 サ ー ビス シス テ ム 起 動 ・単 一 フ ァイ ル ・論理

ACK毎 回)

N2試 験 は、起 動専門 の被試 験 システ ムで は実施 しませ ん。N2試 験 では、試験サ ー

ビスシステムか らの連絡 モー ドのみ実施 します。

A.第1フ ェーズ(連 絡 転送)(下 記、② ～⑦ の中か ら、一つ以 上実 施)

① 試験サー ビスシステ ム起 動 によ る連絡転送 開始 の連絡

(電話 による連 絡確 認)

② テ ス トデ ータZの 連絡転送

③ テス トデr-一ーータRの 連絡 転送

④ テス トデ ー タCIIFの 連絡転送
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⑤ テ ス トデ ータCIrvの 連絡転送

(可変長 のサポ ー トが無 い時 は、省略)

⑥ テス トデ ータLFの 連絡転送

(2kバ イ ト以上 のサポー トが無 い時 は、省略)

⑦ テ ス トデー タLVの 連絡転送

(可変長 と2kバ イ ト以上のサポー トが有 る時 のみ実施)

B.第2フ ェー ズ(試 験 終 了)

QN2試 験試験完了の確認(電 話による連絡確認)

② 転送完了をもって試験完 了とする

(被試験システムでのファイル確認はしない)

4・4第 四 段 階 －M2試 験(被 試 験 シ ス テ ム 起 動 ・複 数 フ ァイ ル ・論 理ACK

毎 回)

M2試 験 は希望 者のみ 、照会転 送で実施 します。(連 絡転 送 は実施 しません)

A.第1フ ェーズ(照 会転送)

① 複数 ファイル 照会転 送開始 の連絡(電 話 による連絡確 認)

② 下記 の ファイ ル 中か ら2つ 以上 フ ァイル を選択 し、 まとめて照 会転送

・テス トデー タZの 照会転送

・テス トデー タRの 照会転送

・テス トデー タCIIFの 照会転送

・テス トデー タCIrvの 照会転送

(可変長 のサポー トが無 い時 は、省 略)

・テス トデー タLFの 照会転送

(2kバ イ ト以上 のサポー トが無 い時 は、省略)

・テス トデー タLVの 照会転送

(可変長 と2kバ イ ト以上のサポー トが有 る時 のみ実施)

B.第2フ ェーズ(試 験 終 了)

①M2試 験試験完 了の確認(電 話 による連絡確 認)

② 転 送完 了をもって試験完 了とする(被 試験 システムでのフ ァイル確 認 は

しない)
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4.5第 五 段 階 －A1及 びA2試 験

A1試 験:被 試 験 シ ス テ ム 起 動 ・連 絡 モ ー ド ・単 一 フ ァイ ル ・論 理ACK16回 に1回

A2試 験:被 試 験 シ ス テ ム 起 動 ・照 会 モ ー ド ・単 一 フ ァイ ル ・論 理ACK16回 に1回

A.第1フ ェーズ(連 絡 転送)(下 記② ～⑦ の中か ら一つ以 上実施)

① 連絡 転送 開始 の連絡(電 話 によ る連絡確 認)

② テ ス トデー タZの 連絡 転送

③ テ ス トデータRの 連絡 転送

④ テ ス トデTタCIIFの 連絡 転送

⑤ テス トデ ータCIIVの 連絡転送(可 変長 のサ ポー トが 無い時 は使用 しな い)

⑥ テス トデー タLFの 連 絡転送(2kバ イ ト以 上のサ ポー トが無 い時 は使用 し

ない)

⑦ テス トデー タLVの 連絡 転送(可 変 長 と2kバ イ ト以上 のサ ポー トが有 る時

のみ使用 可)

B.第2フ ェーズ(照 会転 送)(下 記、② ～⑦ の中か ら、一つ以 上実施)

① 照会転送 開始 の連絡(電 話 によ る連絡確 認){

② テス トデー タZの 照会 転送

③ テス トデー タRの 照会転送

④ テス トデー タCIIFの 照会転送

⑤ テス トデー タCIrvの 照会 転送(可 変長 のサポー トが 無い時 は使用 しな い)

⑥ テス トデー タLFの 照会 転送(2kバ イ ト以上のサ ポー トが無 い時 は使 用

しない)

⑦ テス トデータLVの 照会転送(可 変長 と2kバ イ ト以上 のサ ポー トが有 る時

のみ使用 可)

C.第3フ ェーズ(試 験終 了)

①A1及 びA2試 験試験完 了の確 認(電 話 によ る連絡確 認)

② 転 送完 了をもって試験完 了とす る(被 試験 システム での ファイル確 認 は し

ない)
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